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概要 

 

【事業目的】 

難聴児1の家族等が知るべき情報をわかりやすく整理して広く普及するため、既存の

情報提供資料を調査し、下記２つを達成するために事業を推進した。 

 難聴児本人や家族等のニーズに即した支援等を受けられるように、家族や支援者

等に対する情報を整理し、一覧化 

 行政機関等が必要な情報提供ができるような参考資料を作成 

 

【成果物】 

本事業では、成果物として、以下 4 点を作成した。 

 収集資料一覧 

 情報提供資料（本編） 

 情報提供資料（概要版） 

 資料活用の手引き 

 

【作成方法】 

１．必要な情報の検討：難聴や難聴児支援に関して、家族等がどのタイミングでどの

ような情報が必要かを検討した 
２．情報収集：難聴や難聴児支援に関して家族等に提供されている既存の情報を収集

し、一覧化した 
３．情報整理：収集資料の内容を整理した 
４．資料化：収集資料にもとづき、参考資料（情報提供資料）を作成した 
５．内容確認：委員及び難聴児の保護者に資料内容の確認を依頼し、適宜修正した 
６．活用方法の検討：資料の効果的な活用方法を検討し、とりまとめた 

 

【調査結果まとめ】 

調査の過程で以下の点が推測された。 
 難聴児の家族等へ提供される情報量に関して：家族等が難聴に関して獲得でき

る情報量や情報の網羅性が、現状で十分でない可能性があり、家族等が育児・

療育について不安感・課題を抱えている状況、もしくは十分な支援を受けられ

ていない状況が推測される。 
 難聴児の家族等へ提供される情報の質に関して：家族等が迫られる選択や、難

 
1 本報告書では障害に至らない難聴の子どもや、ろう児を含む聴覚障害児を総称して、難聴児と表記する。 



 

 

聴児の育児に関して、現状で情報が十分でない可能性があり、不十分な情報に

基づいて意思決定が行われている状況が推測される。 
 難聴児の家族等の情報へのアクセスについて：難聴や難聴児支援に関する情報

が、一部の機関やコミュニティで閉じている、地域差がある、支援員個人が提

供している等の状況があるため、家族等が難聴に関して獲得できる情報が必ず

しも均一ではない可能性があり、難聴児とその家族等が適切な支援を受けられ

ていない、もしくは情報収集等に関して家族等の負担が大きい状況が推測され

る。 
 その他、難聴児支援全般に関して：支援員の知識やノウハウが共有知となる活

動が乏しい現状や、新生児聴覚検査に要する期間の長さ、情報提供の手法の難

しさ等、難聴児とその家族等を取り巻く環境についての課題が指摘され、それ

による家族等の心理的負担が生じている状況が推測される。 
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１．事業概要 

本章では、本事業の背景と目的、目的を達成するための方法について記載する。なお、本報告書

では障害に至らない難聴の子ども、ろう児を含む聴覚障害児を総称して難聴児とする。 

 

（１）事業の実施背景及び目的 

 

①事業の背景 

先天性難聴児は 1,000 人に１～２人程度とされており、早期に発見し、適切な支援につなが

ることが重要である。特に新生児聴覚検査でリファー（要再検）となり、自分の子どもが難聴

児であるとの診断を受けた家族等は、ショック等もあり十分な情報を得られないことが多くあ

り、体系的な情報を家族等に対し示すなど寄り添った支援が重要な要素であるといわれている。

特に難聴児の家族等が難聴者でない場合には、難聴・ろうに関する基礎的な情報を持たない可

能性もあり、今後の子育てに関して不安を抱えることもあるため、家族等への相談支援や、コ

ーディネーターの位置付けの支援者の存在も重要である。 

PwC コンサルティング合同会社が実施した令和３年度障害者総合福祉推進事業2（以下、「令

和３年度事業」という）では、子どもの難聴が疑われた場合、子どもや家族等が難聴の発見か

ら支援につながるまでにたどる大まかなプロセスを図 1 のとおり整理した。先天性難聴も含め、

子どもの年齢を問わず、①難聴である可能性の発見、②難聴の確定、③子どもへの支援という

プロセスをたどると考えられる。家族等はこれらの①から③のプロセスを進み、並行して④相

談・情報収集を行うと考えられる。このプロセスの中で家族等がその時々に必要な情報を収集

し、多機関が相互に有する専門的知見について共有することで、医療（保健）・福祉（療育）・

教育分野が連携した支援につながると考えられる。 

 
図 1 難聴の発見から支援につながるまでのプロセス 

 

 
2 PwC コンサルティング合同会社令和３年度障害者総合福祉推進事業『難聴児の療育や難聴児・者及びその家族等への支

援等にあたって必要とされる情報の発信及び専門人材の養成に関する調査研究』事業報告書を参照 

①難聴である可能性の発見

新生児聴覚
スクリーニング

学校での選別聴力検査

所属先の保育士や
担任教諭による疑い

乳幼児健康診査

②難聴の確定

精密聴力検査

③子どもへの支援

療育

教育

医療

④相談・情報収集

フローの段階

子どもへの
実施事項

凡
例
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以上の支援につながるフローを踏まえ、令和３年度事業から、子どもの発達段階に応じた支

援につながるまでのフローを整理すると図 2 のようになる。 

 

 
図 2 子どもの発達段階に応じた支援につながるまでのフロー 

 

図 2 は、子どもの発達段階に応じてたどるフローに対して、コーディネーターに期待される

役割と、言語獲得のために期待される具体的な支援の２つの視点で整理したものである。なお、

今年度の事業の検討を進める中で、委員より言語獲得のための支援以外の要素も同様に整理す

べきだという指摘があったことを補足する。 

 

また、難聴児・ろう児が発達段階に応じてたどるフローは、その状況の性質から大きく３つ

のフェーズに分けた。 

フェーズ①：聴覚障害(の疑い)への気づきや確定が生じる段階である。多くの場合、新生児聴覚

スクリーニングでリファーとなり難聴・ろうに気づくことが多い。 

フェーズ②：聞こえの程度などの状況を踏まえ、中心とする言語の選択をする段階である。なお、

フェーズ②で行う言語の選択は、あくまで「中心とする」言語の選択であり、手話

言語や音声言語のいずれかを選択したとしても、もう一方の言語を学ぶことが十分

に考え得る。さらに、中心となる言語が後で変更となることも考え得る。 

フェーズ③：具体的な支援を通じて難聴児・ろう児が成長していく段階である。フェーズ③で行

われる支援には、療育、医療、教育、特別支援教育といった様々な支援が考えられ、

それらの支援をどのような組み合わせで、どのくらいの割合で受けることが望まし

いかは、子どもの状態に応じて判断することが必要である。 

※１療育、医療、教育、特別支援教育をどのような組み合わせや割合で受けるかは子どもの状態によって大きく異なる

• 音声言語による教育

支援※１

子どもの発達段階に応じてたどるフロー

新生児

幼児

就学期

卒業後

乳児

フ
ェ
ー
ズ
①

• 保護者の精神的サ
ポート

• 適切な機関に繋ぐ

フ
ェ
ー
ズ
②

• 主な言語選択への
助言

• 情報提供

フ
ェ
ー
ズ
③

• 必要な時の情報
提供

コーディネーターの
期待役割

聴覚障害の
診断確定

新生児聴覚スクリーニング

（聞こえの程度を踏まえた）
中心とする言語に関する選択

就労

療育

医療

教育

特別支援教育

• 手話言語の獲得のた
めの支援

• 継続的な医療的対応
（補聴器・人工内耳の
メンテナンス調節等）

• 音声言語の獲得のた
めの支援

• 手話言語による教育

• 言語獲得支援を受ける
ために必要な情報提供

言語獲得のために期待される具体的な支援

手話言語獲得の
ための支援

音声言語獲得の
ための支援

• 読み書き（文字）等の
学習言語獲得の教育

学齢期
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 令和３年度調査を通じて、これらのフェーズごとに療育、医療、教育、特別支援教育とい

った様々な支援を受けるための課題を表 1 のように整理した。 

 

表 1 支援を受けるための課題 

紐づくフェーズ 課題 

フェーズ① １ 新生児聴覚スクリーニングで聴覚障害が発見されない場合、その後はなかな

か発見されず、支援が遅れてしまう 

２ 難聴確定後、家族等が何をしたらいいかわからない(プッシュ型の情報提供

の不足) 

３ 難聴確定直後、家族等への心理的配慮・精神的サポートがない 

フェーズ② ４ 初期段階の支援に関して得られる情報が偏っている 

フェーズ③ ５ 手話を学ぶ場所がない・手話を教える専門人材がいない 

６ ワーキングペアレンツを想定したサポートが少ない(送迎や学童等) 

７ 軽度難聴の場合、補聴器の補助や支援の必要性の認識が特に不十分で、言語

が未発達に陥りやすい 

 

これらの課題を解決するためには、家族等に寄り添いながら適切な情報提供を行い、子ども

本人や家族のニーズに即した支援につなげることが重要であると考えられる。 

しかしながら、地域によっては新生児聴覚スクリーニングでリファーとなったとしても、そ

の後の支援につながらないといったことや、他の選択肢(例えば、言語選択等の場面において)

が提示されないなどの問題があるとの指摘もあり、意思決定のための十分な情報提供がなされ

ていないとの指摘もある。 

したがって、難聴児の家族等や支援に携わる関係者が必要とする基本的な情報について整理

し、各地域で共通していると考えられる基本的な情報については、一覧化のうえ、各地域で引

用し活用できる汎用性を持ったフォーマットを示すことが重要であると考える。 

令和３年度事業を通じて、各種ヒアリング結果から、家族等が必要としている情報が表 2 の

ように一覧表に整理された。「表 2 難聴児とその家族等に必要な情報」は行政機関等の職員

が難聴児・ろう児の家族等から相談を受けることを想定し、その際に十分な情報提供を行うた

めの参考資料として活用されることを期待して、作成した。情報一覧は、子どもの発達段階と、

その段階で生じることの多いライフイベントの２つを軸としたうえで、家族等にとって特に必

要な情報と、子ども自身にとって特に必要な情報としている。ただし、表 2 にある情報項目を

全国の自治体で参考するにあたっては、地域による違いや実際の情報の有無について、もう一

段階精緻に内容を整理し、全国の自治体が活用できる内容に整理しなければならないと考えら

れる。  
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表 2 難聴児とその家族等に必要な情報 

子どもの

発達段階 

ライフ 

イベント 
家族等に特に必要な情報 子ども自身に特に必要な情報 

新生児期 難聴の発見 ・新生児スクリーニングの結果の見方 

・聴覚障害に関連する基本的な知識 

・子どもとのコミュニケーションの取り方

に関する助言 

・（その自治体の）難聴確定直後の相談先 

・（その自治体の）子どもが支援を受けら

れる機関の一覧 

・（その自治体の）補聴器補助などの経済

的な支援に関する説明 

― 

乳児 

～幼児初

期 

療育の開始 

保育所への

入園 

・非認知機能（こころの発達）に関する基

本的な知識 

・言語発達に関する基本的な知識（特にコ

ミュニケーション言語獲得に向けて） 

・進学先の選択のための検討観点 

・聴覚障害のある子どもの育成等の事例 

― 

幼児期 ろう学校幼

稚部や幼稚

園への入園 

・（その自治体で）就学後に学修支援（ノ

ートテイク、通訳者等）として受けられ

るサポートの一覧 

・言語発達の基本的な知識（特に学習言語

の獲得に向けて） 

― 

就学期 小学校等に

入学 

・進学先で受けられるサポートの考え方の

説明 

・自身の障害を受容し、理解す

るための説明 

・周りに自身の聞こえについて

説明するための資料 

学齢期① 本格的な学

習の開始 

・中学校以降の進学先の選択のための検討

観点 

・情報保障の概念に関する説明 

・自身の権利について自己主張

することの意義に関する説明 

学齢期② 

（思春

期） 

中学校入学 

卒業後の進

路を考える 

・聴覚障害のある人のキャリア事例 ・聴覚障害のある人のキャリア

事例 

卒業後 将来の姿の

検討 

・就労に関する基本知識 ・就労に関する基本知識の説明 

・進学する場合には、卒業後に

（その自治体で）学修支援

（ノートテイク、通訳者等）

として受けられるサポートの

一覧 
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②目的 

以上のような背景や知見を踏まえると、難聴児やその家族のニーズに沿った支援を行うため

に、難聴児の家族等が知るべき情報をわかりやすく整理して広く普及することが重要であると

考えられる。そのため、本事業は次の目的の下、実施する。 

 

 難聴児本人や家族等のニーズに即した支援等を受けられるように、家族や支援者等に対する情

報を整理し、一覧化 

 行政機関等が必要な情報提供ができるような参考資料を作成 
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（２）実施概要 

本事業では前途の目的「情報の整理」「参考資料の作成」を達成するために、下記の成果物を

作成した。作成の進め方は、２章に記載した。また、事業経過については下記の通り。 

 
①成果物 

 収集資料一覧 

 情報提供資料（本編） 

 情報提供資料（概要版） 

 資料活用の手引き 
 

②事業経過 

本事業は令和４年 5 月 27 日に事業の内示を受け、令和５年３月 31 日まで、表 3 に示した通

りの経過で事業を実施した。 

表 3 事業経過 

時期 事業実施状況 

令和４年 

６月 

 

 

 

７月 

 

 

 

８月 

★第１回 

委員会 

 

９月 

 

★第２回 

委員会 

１０月 

 

 

 

１１月 

 

 

 

１２月 

★第３回 

委員会 

 

令和５年

１月 

 

 

２月 

★第４回 

 委員会 

 

３月 
 

 

①項目整理 
（調査設計など） 

②情報収集 
オンライン調査 

③情報整理 

⑤委員確認・

保護者確認 
④資料化 

②情報収集 
直接調査 

④資料化 
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（３）事業検討委員会 

難聴及び、難聴児の家族支援について知見のある有識者による検討委員会を組成して議論を進

めた。検討委員会は全４回実施した。 

 

①検討委員 

検討委員は次のとおりである。なお、座長には福島氏が就任した。 

 

表 4 検討委員会委員 

氏名 

（敬称略 五十音順） 
所属 

荒川 早月 全国聾学校長会 会長 東京都立大塚ろう学校 統括校長 

北 義子 武蔵野大学 人間科学部専攻科 言語聴覚士養成課程 准教授 

佐藤 直子  秋田県健康福祉部 保健・疾病対策課 調整・自殺対策・母子保健班 主幹 

武居 渡 金沢大学 人間社会研究域 学校教育系 教授 

福島 邦博 医療法人さくら会 早島クリニック耳鼻咽喉科皮膚科 院長 

守本 倫子 国立成育医療研究センター耳鼻咽喉科 医師 

山根 昭治 一般財団法人 全日本ろうあ連盟 理事 

 

検討委員会オブザーバーとして次の者が参画した。 

 

表 5 検討委員会オブザーバー 

氏名 

（敬称略） 
所属 

兵藤 毅 一般財団法人 全日本ろうあ連盟 

森 恩  厚生労働省 社会援護局 障害保健福祉部 企画課 課長補佐 

前田 祐子 厚生労働省 社会援護局 障害保健福祉部 企画課 主査 

吉本 勇輝 厚生労働省 社会援護局 障害保健福祉部 企画課 企画法令係 

堀之内 恵司 文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課 特別支援教育調査官 

嶋田孝次 文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課 課長補佐 

若松沙也加 文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課 企画調査係 

山田 知佳子 文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課 指導係長 

 

 本事業を実施した事務局は下記の通りである。 

表 6 事務局 

氏名 所属 

東海林 崇 PwC コンサルティング合同会社 ディレクター 

大瀬 千紗 PwC コンサルティング合同会社 マネージャー 

馬渕 萌咲 PwC コンサルティング合同会社 アソシエイト 
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②検討委員会開催状況 

全４回の検討委員会は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえ、会議は原則オンラ

イン開催とした。 

表 7  委員会議題 

開催日 主な議題 

第１回 

令和４年 8月 16 日（火） 

 調査設計（調査手法・調査先）の方針確認・検討 

 情報整理の手法検討 

第２回 

令和４年 9月 21 日（水） 

 追加調査先についての意見交換 

 不足情報の担保の手法の検討 

 情報提供資料の作成方針の検討 

 報告書骨子の検討 

第３回 

令和４年 12 月 1 日（木） 

 情報提供資料の構成の確認・合意 

 情報提供資料の記載内容の検討 

第４回 

令和５年 2月 7 日（火） 

 情報提供資料の記載内容の確認・合意 

 情報提供資料の活用方針についての検討 

 報告書の記載内容の検討 
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２．成果物の作成 

本章では、成果物の作成について詳細を記載する。 

 

（１）本事業の成果物とその作成目的 

冒頭でも記載した通り、難聴児の家族等に対して、必要な情報を行政機関等が提供することが

肝要である。よって、本事業では、難聴児の家族等にとって必要な情報を収集・整理した上で、

行政機関等がそれらの情報提供を円滑に実施するために活用できる情報提供資料を作成した。 

まず、情報収集の結果は、収集資料一覧としてとりまとめた。本一覧は、既存情報としてどの

ような資料があるのかを可視化したものとして、自治体や難聴児支援機関・施設・団体等で広く

参照され、今後の情報提供が効果的・効率的に実施されることを期待する。 

次に、情報提供資料は、家族等にとって必要な情報を網羅的に記載した本編の他、昨今の家族

等がウェブ上で情報収集を行うことを背景として、より情報の接点を増やすためにウェブでの公

開を前提とした概要版の２種類を作成した。また、情報提供資料は、難聴についての基礎知識が

あまりない家族等にとって、「手に取りやすく」「理解しやすい」資料となるように作成をした。 

最後に、情報提供資料が行政機関等で広く効果的に活用されるために、情報提供資料の目的・

効果的な活用方法・使用時のルールなどをとりまとめた自治体向けに資料活用の手引きを作成し

た。 

 

（２）作成手法 

情報提供資料は、項目整理、情報収集、情報整理、資料化の順番で作成を進めた。作成の流れ

の詳細は、以下に記載する。 

 

①項目整理 

難聴児の家族等に必要な情報の種類と内容を検討した。 

検討に際しては、令和３年度事業において検討を行った難聴児とその家族等に必要な情報の

一覧を参考とした。詳細は表 8 の通り。 
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表 8 難聴児とその家族等に必要な情報 

子どもの

発達段階 

ライフ 

イベント 
家族等に特に必要な情報 子ども自身に特に必要な情報 

新生児期 難聴の発見 ・新生児聴覚検査の結果の見方 

・聴覚障害に関連する基本的な知識 

・子どもとのコミュニケーションの取り方

に関する助言 

・（その自治体の）難聴確定直後の相談先 

・（その自治体の）子どもが支援を受けら

れる機関の一覧 

・（その自治体の）補聴器補助などの経済

的な支援に関する説明 

― 

乳児 

～幼児初

期 

療育の開始 

保育所への

入園 

・非認知機能（こころの発達）に関する基

本的な知識 

・言語発達に関する基本的な知識（特にコ

ミュニケーション言語獲得に向けて） 

・進学先の選択のための検討観点 

・聴覚障害のある子どもの育成等の事例 

― 

幼児期 ろう学校幼

稚部や幼稚

園への入園 

・（その自治体で）就学後に学修支援（ノ

ートテイク、通訳者等）として受けられ

るサポートの一覧 

・言語発達の基本的な知識（特に学習言語

の獲得に向けて） 

― 

就学期 小学校等に

入学 

・進学先で受けられるサポートの考え方の

説明 

・自身の障害を受容し、理解す

るための説明 

・周りに自身の聞こえについて

説明するための資料 

学齢期① 本格的な学

習の開始 

・中学校以降の進学先の選択のための検討

観点 

・情報保障の概念に関する説明 

・自身の権利について自己主張

することの意義に関する説明 

学齢期② 

（思春

期） 

中学校入学 

卒業後の進

路を考える 

・聴覚障害のある人のキャリア事例 ・聴覚障害のある人のキャリア

事例 

卒業後 将来の姿の

検討 

・就労に関する基本知識 ・就労に関する基本知識の説明 

・進学する場合には、卒業後に

（その自治体で）学修支援

（ノートテイク、通訳者等）

として受けられるサポートの

一覧 

 

本事業では、家族等への情報提供が特に必要なタイミングとして、子どもが新生児期かつ新

生児聴覚検査でリファー（要再検）となり、家族等が難聴についての基礎知識がなく、混乱を

している段階から、就学前の具体的な支援機関につながっていない可能性が高い時期までと定

めた。従って、表 8 のうち、特に新生児期～幼児期後期までの家族等に特に必要な情報を中心

として、情報提供を行う方針で検討した。 
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②情報収集 

情報収集は下記の手法で実施した。 

 

ア．オンライン調査 

オンライン調査では、下記の機関・施設・団体が発行・公開している資料や情報があるか、

ウェブ検索を利用し調査を行った。調査結果は、付録 4「収集資料一覧」を参照。 

 都道府県・政令市・中核市 

 特別支援学校（聴覚障害）（いわゆる「ろう学校」。以下「聴覚障害特別支援学校」とい

う。） 

 児童発達支援センター （旧難聴幼児通園施設） 

 補聴器・人工内耳の関連団体・企業 

 当事者団体 （手話など） 

 研究者・機関の研究結果 （科研費で作成された論文等） 

 難聴児の保護者支援団体 

 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会、日本臨床耳鼻咽喉科医会 

 

イ．直接調査 

直接調査では、オンライン調査の対象とした機関・施設・団体の他、委員から推薦があった

機関・施設・団体に対して、発行・公開している資料や情報があるか、直接調査を行った。具

体的な調査先・手法については表 9 を参照。調査結果は、付録 4「収集資料一覧」を参照。 

 

表 9 直接調査先・調査手法 

調査先 調査手法 

都道府県・政令市・中核市  担当部局に直接メールで情報提供を依頼し資料を

収集 

 上記の手法で調査協力を頂けなかった自治体のう

ち、委員より推薦があった自治体に対しては、架

電で情報提供を依頼し資料を収集 

児童発達支援センターの中で旧難

聴幼児通園施設である全国 19 施設 

 該当施設に架電にて情報提供を依頼し資料を収集 

聴覚障害特別支援学校 

 

 全国聾学校長会 会長である委員より、全国の聴

覚障害特別支援学校へ情報提供の声がけを頂き、

当該委員を通じて資料を収集 

その他（委員から推薦があった機

関・施設・団体） 

 推薦を頂いた委員の仲介の下、情報提供を依頼し

資料を収集 

 

ウ．収集資料の一覧化 

収集した資料は一覧化した。詳細は、付録 4「収集資料一覧」の通り掲載した。 
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③情報整理 

②で収集した資料の内容を確認し、情報の整理を行った。詳細な手順を下記に記載する。 

 

ア．内容確認 

②で収集した全資料の内容を確認した。 

 

イ．資料選定 

ア．の結果、多くの資料で共通的に見られる内容・テーマがあることが明らかになったため、

収集した資料のうち、内容が重複する場合はより情報量が多いもの、記載テーマが多岐に渡る

ものに絞り込む形で資料を選定した。 

 

ウ．マッピング作業 

選定した資料は、①で検討した「家族等に必要な情報」に関連する記載の有無を確認し、記

載がある場合は、資料の目次単位でどのような記載があるかを整理した（=マッピング作業）。

マッピング作業の結果については、付録 5「マッピング作業の結果」を参照。 
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④資料化 

③で行ったマッピング作業の結果を踏まえて、行政機関等が難聴児本人やその家族等にとっ

て必要な情報を提供する際に活用できる、情報提供資料を作成した。詳細な手順を下記に記載

する。 

 

ア．構成等の検討 

令和３年度事業にて検討を行った「難聴児とその家族等に必要な情報（表 8）」に基づき、情

報提供資料の構成を検討した。なお、自治体毎に状況が異なる情報については、一般的な内容

ではないため、資料末尾に掲載する資料の作成を各自治体に依頼する。それ以外の内容につい

ては、難聴の発見・確定フローを踏まえると、①新生児聴覚検査でリファーとなった直後、②

精密検査で難聴が確定した後、の 2 つの段階があり、それぞれの段階で家族等の状況や必要な

情報が異なることが予想されるため「難聴児とその家族等に必要な情報（表 8）」でとりまとめ

た内容を①・②に振り分けた。加えて、②については、難聴確定後（想定としては、1 歳前半

まで）に直ちに知っておく必要があることと、難聴確定後からしばらく経過（1 歳後半以降）

してから必要になる情報とで線引きを行い、それぞれ振り分けた。 

なお、各章・節・項のタイトルについて、家族向け資料であることを意識して、平易な表現

を使用した。 

詳細は表 10 の通り。 

 

表 10 情報提供資料の構成（章節） 

章 節 

1.お子さんが新生児スクリーニングでリファーとなった

皆様へ 

1.はじめに 

2.リファーって言われたけれど、どうしたらいい

の？ 

2.お子さんのきこえについて、今知っておきたいこと 
1.きこえに関して知っておきたいこと 

2.子どもとのコミュニケーションのポイント 

3.お子さんのきこえと将来を考える上で、知っておきた

いこと 

1.こころの発達って？ 

2.ことばの発達って？ 

3.さらに、ことばの発達を考えてみる 

4.就学先はどうしたらいい？ 

5.もっと知りたい！そんな時は？ 

さいごに さいごに 

自治体毎の支援情報の一覧等 - 
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イ．収集資料の記載の確認 

マッピング作業の結果を踏まえて、各章にどのような内容を記載すべきか、収集した資料の

記載を参考として検討し、記載内容のテーマ毎に項目を整理した。記載内容が多岐に渡る場合

は、複数資料に横断的に取り上げられている項目や、検討委員会で重要であると指摘があった

内容を優先して検討した。項目は各章に紐づくように検討した。詳細は表 11 の通り。 

 

表 11 情報提供資料の構成（項目立て） 

章 節 項目 

1.お子さんが新

生児聴覚検査で

リファーとなっ

た皆様へ 

1.はじめに - 

2.リファーって言われたけれ

ど、どうしたらいいの？ 

新生児聴覚検査って何？ 

リファーって何？ 

精密検査って何をするの？ 

リファーと言われた時、何をすればいいの？ 

きこえとは 

2.お子さんのき

こえについて、

今知っておきた

いこと 

1 きこえに関して知っておき

たいこと 

きこえの程度と日常生活の音 

きこえにくさのタイプと原因 

音がきこえる仕組み 

きこえの力を補う方法 

2.子どもとのコミュニケーシ

ョンのポイント 

お子さんと過ごすときに大切にしたいこと 

きこえない・きこえにくい子を育てる上での具体的なポイン

ト 

3.お子さんのき

こえと将来を考

える上で、知っ

ておきたいこと 

1.こころの発達って？ 

こころの発達とは 

きこえない・きこえにくい子にとってのこころの発達 

子どものこころの発達を促すために 

きこえない・きこえにくい子の家族や社会との関わり方 

2.ことばの発達って？ 

きこえない・きこえにくい子にとってのことば 

きこえない・きこえにくい人にとってのコミュニケーション

手段 

乳幼児期におけることばの発達 

きこえとことばの発達 

3.さらに、ことばの発達を考

えてみる 

「考える力」を伸ばす「ことば」を育てるために 

「考える力」を伸ばすことばを考える上で気を付けたいこと 

4.就学先はどうしたらいい？ 

就学決定までの流れ 

きこえない・きこえにくい子にとっての就学の場 

学校・学級の特徴 

きこえない・きこえにくい子に必要なサポート 

卒業後の進路 

5.もっと知りたい！そんな時

は？ 
- 

さいごに 最後に - 

 

 



 

19 

ウ．執筆作業 

検討した構成と、マッピング作業の結果を踏まえて、情報提供資料の執筆を行った。執筆の

際は、家族向け資料であることを意識して、内容面で分かりやすく、かつ家族等に寄り添う姿

勢を重視して進めた。 

 

⑤委員・保護者確認 

④で作成した情報提供資料の内容について、本事業の委員及び、保護者への確認を実施した。

詳細は下記に記載する。 

 

ア．委員確認 

本事業の委員に構成・原稿内容等の確認を依頼し、指摘があった場合は協議の上、内容を修

正した。 

 

イ．保護者確認 

本事業の委員より難聴児の保護者の推薦を頂いた上で、確認を頂く保護者を選定し、確認を

依頼した。なお、保護者の選定の際は、子どもの難聴の程度、子どもの年齢、子どもの就学先、

保護者の難聴の有無、在住地域が様々になるように選定した。 

確認を依頼した保護者の情報は表 12 の通りである。 

 

表 12 保護者確認を依頼した保護者一覧 

保護者 
子どもの 

難聴の程度 
子どもの年齢 子どもの就学先 

保護者の 

難聴の有無 
在住地域 

A 様 高度（２名） 
第一子：19 歳 

第二子：14 歳 

第一子：聴覚障害特別支援学校 

専攻科 

第二子：聴覚障害特別支援学校 

中学部 

なし 北海道・東北 

B 様 中等度 ６歳 聴覚障害特別支援学校 幼稚部 父：一側性難聴 北海道・東北 

C 様 重度 ５歳  
聴覚障害特別支援学校 幼稚部

及び、地域の保育所 
なし 首都圏 

D 様 軽度 ４歳  地域の幼稚園と難聴児通園施設 なし 首都圏 

E 様 
重度 

⇒人工内耳装用 
４歳 地域の幼稚園 なし 首都圏 

F 様 
重度 

⇒人工内耳装用 
９～10 歳 地域の学校（通級） なし 首都圏 

 

保護者確認では、保護者毎に事前にオンラインで事業概要及び本確認の趣旨を説明したうえ

で、本編・概要版ともに内容の確認を頂いた。その後、確認結果を聞き取るため、再度個別で

オンラインでのヒアリングを実施した。保護者からの指摘のうち、主な内容は表 13 の通り。

（なお、保護者確認は情報提供資料ドラフト版に基づいて行い、いただいた指摘を踏まえ情報

提供資料を修正する等対応を行った。） 
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表 13 保護者指摘の主な内容 

保護者 主な指摘の内容 

A 様 

 保護者がまず初めに知りたいことは、難聴である子どもとの関わり方なのではないかと

思った。自分の音声が子どもに届かない中で、どうやって関わったらいいのか、補聴

器・人工内耳を装用しない期間をどう過ごすか、についての情報が充実していると良い

と感じる。 
 子どもがきこえにくいと、保護者は無理にでも子どもに音をきづかせようとする可能性

があるが、親子の関係の中ではあまり良くないと考えるため、上記を誘発するような記

載は避けるべきである。 
 難聴体験は、難聴である子供の境遇を理解し、接し方を考えるヒントとして有効であ

る。 
 就学先は、保護者の想いだけではなく、子どもの意思を尊重して決定することが最も大

切である。 

B 様 

 補聴器や人工内耳等のきこえに関する情報はより多くあった方が良い。 
 子どもの発達（特に、非認知機能や言語発達等）に関する情報は、子どもの発達に合わ

せて、専門家から説明されると分かりやすいが、資料上で膨大な情報を提供されても十

分に理解が出来ず、かえって保護者が不安になる可能性がある。 

C 様 

 資料全体を通して誤解を生むような表現を避けることが重要であると感じた。例えば、

「手話はことばの意味や概念が分かりやすく」と記載されているが、日本語も同様に分

かりやすいので、手話については「難聴児にとっても」「視覚的に」「聴覚に頼らずと

も」という補足があるとよいのではないか。 

D 様 

 子どもの軽度難聴については、保護者自身が子どものきこえにくさを忘れてしまうこと

もある。そのため、重度・高度難聴と比較して、保護者自身がより意識して子どもに接

する必要がある。会話がきこえている（理解している）という保護者の誤った認識のま

ま会話が進み、実は理解できていなかったということも多いためである。軽度難聴につ

いて、楽観視すると、語彙獲得・概念形成に苦労する可能性があるので、その点が明確

であるように記載を頂きたい。 

E 様 

 自身の出産～新生児聴覚検査受検をした際を振り返ると、子どもの「聴覚障害」を受け

入れること難しかった。そのため、保護者の心情に寄り添った文章が最初にあることが

望ましい。 
 自身の経験として、新生児聴覚検査でリファーとなってから精密検査を受診するまでに

３か月以上を要し、子どもの聴覚障害について情報が曖昧かつ相談先がなく非常に不安

な時間を過ごした。 
 記載する情報には限りがあるため、「3-5 もっと知りたい！そんな時は？」に記載がある

ような、支援機関・施設・団体につながることが重要になるため、この節の記載内容は

より精査頂き、充実させることが望ましい。 

F 様 
 情報が網羅的かつ、発達段階ごとに記載がまとめられており、特に読みづらいと感じる

点は無かった。 
 

保護者確認で指摘があった点は、厚生労働省・委員と協議の上、内容を修正する等対応を行

った。 

また、④と⑤を経て、付録 1・2 の通り、情報提供資料（本編・概要版）（『お子さんのきこ

えのハンドブック きこえない・きこえにくいお子さんのために』）として作成した。 
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（３）資料の活用方法 

（２）で作成した情報提供資料（本編・概要版）の資料の活用方法を検討し、付録 3 の通り、

自治体向けに資料活用の手引きとしてまとめた。詳細を以下に記載する。 

 

①自治体による支援状況の把握・整理 

情報提供資料に各地域における固有の情報を記載するため、下記の通り、地域の実態把握及び

情報整理・支援の一覧化を自治体へ依頼する。 

 

ア．地域の実態把握 

各自治体における難聴児の支援に関する資源や実態を把握することを推奨し、特に下記の項

目について情報収集及び検討を依頼する。 

（難聴児支援の種類・内容） 

 保健、医療、福祉及び教育に関する行政機関の部局や医療機関・療育機関・教育機関等

の関係機関とその支援内容・役割 

 自治体で実施している、経済的支援・相談支援・公的支援機関 

 保健師等のコーディネーターや、当事者・当事者支援団体の活動内容や支援状況 

 公的機関・民間機関を含めた聴覚障害者情報提供施設等や難聴児支援を行っている障害

児通所支援事業所、その他支援団体 等 

（中核機関の確認） 

 各自治体における保護者支援を行う中核的な機関 

（新生児聴覚検査から精密検査までのフロー整理） 

 新生児聴覚検査でリファーとなった後、再検査・精密検査までのフロー 

 必要に応じて、診断後の家族等への伝達事項（支援の申請先、どこに連絡すればよいか

など） 

 

イ．情報整理・支援の一覧化 

ア．にて把握した資源や実態を整理することを各自治体に依頼する。 

 把握した各地域における支援の内容及び、支援機関・施設・団体・窓口等を一覧化 

 一覧化の際、家族等が容易に各支援にアクセスできるよう、担当窓口、電話番号やメー

ルアドレスやウェブページのＱＲコード等の連絡先を整理 

 

②自治体による資料の最終化 

情報提供資料（本編）に各自治体の固有の情報を掲載して家族等へ提供するために、下記の

通り、資料の最終化を各自治体へ依頼する。 

 

ア．情報提供資料（本編）の追記・修正 

情報提供資料（本編）の以下の部分については、各自治体へ追記を依頼する。 

 表紙下部の入力欄に自治体名・ロゴ及び、連絡先の追記 

 自治体で難聴児支援を実施している機関・施設・団体の名称及び連絡先・住所などの情
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報の追記 

また、各自治体の難聴児支援に関する資料等の追加を可能としており、特に下記の資料は添

付を推奨する。 

 新生児聴覚検査でリファーとなった後、精密検査に至るまでのフロー 

 精密検査等を実施している聴覚専門の医療機関等の一覧 

 補聴器等の購入補助に関する資料 

 

イ．情報提供資料（概要版）の追記・修正 

情報提供資料（概要版）の以下の部分については、実態に応じて、各自治体において追記・

修正を依頼する。 

 「主な相談内容」を各自治体の実態に合わせて精査し、必要に応じて修正 

 「主な相談内容」に対応する機関・施設・団体を確認し、枠の追加・内容の追記・削除 

 各自治体における聴児支援を実施している機関・施設・団体の名称及び連絡先・住所な

どの情報の追記 

 

③機関・施設・団体による情報提供 

②で最終化された情報提供資料は、各自治体より支援機関・施設・団体等を介して、紙媒体

で家族等へ提供することを依頼する。提供の詳細については下記の通り。 

 

ア．医療機関・療育機関等への配布 

各自治体で最終化された情報提供資料は、各自治体から、各地域における医療機関（特に、

産科・小児科・耳鼻咽喉科を標榜する医療機関）、助産所、保健所及び市町村、療育機関、当

事者団体等に配布し、それらの機関・施設・団体から直接家族等へ提供を行うように連携する

ことを依頼する。 

 

イ．提供の際の留意点 

情報提供資料は、主に支援施設のスタッフや市町村の担当課窓口、医療機関の医師や言語聴

覚士、保健師等の支援者から家族等へ直接配付することが想定されるため、支援員が情報提供

資料の意義を理解し、効果的に活用できるよう、下記の活用方針について各自治体から支援員

へ周知することを依頼する。 

（支援員による情報提供資料の活用方針） 

 支援員が家族等と対面している場合は、情報提供資料を配布するだけではなく、支援員

が家族等と一緒に読み進めることがよいと考えられる 

 家族等へ更なる支援につながる重要性を強調し、実際に、適切な支援機関・施設・団体

への架け橋となるように支援調整を実施することが望ましい 

 中長期的に難聴児とその家族等へ支援を行い、難聴児の発達段階に合わせた適切な支援

と情報提供を行うことがよいと考えられる 
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④自治体によるウェブ上での一般公開 

②で最終化された情報提供資料は、ウェブ上で公開することを依頼する。提供の詳細につい

ては下記の通り。 

 

ア．ウェブ上での公開 

情報提供資料は（本編・概要版ともに）、各自治体がウェブ上で公開することが可能である。

特に、家族等はスマートフォンなどの情報端末を通じて情報を集めることが想定されることか

ら、情報提供資料（概要版）については各自治体や支援機関等のウェブ上での公開を依頼する。 
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３．調査結果まとめ 

 本章では、難聴児の家族等への情報提供という観点で、本事業を推進する中で明らかになったこ

とと、その事実を踏まえて、推測できること及び今後の課題・検討事項についての詳細を記載する。 

 

（１）本事業にて明らかになったこと 

デスクトップ調査や追加調査を実施する過程での気づきや、保護者確認における保護者からの

指摘、検討委員会での委員からの指摘を踏まえて、本事業において明らかになった点について、

主に下記の 4 点において記載する。 

 

1. 難聴児の家族等へ提供される情報の量に関して 

難聴児の家族等にとって必要な情報が、網羅的かつ十分に存在しているのかについて、

デスクトップ調査・追加調査の結果とマッピング作業の結果を踏まえて、確認・検証し

た 

2. 難聴児の家族等へ提供される情報の質に関して 

家族等が育児や意思決定を行うに足る内容・種類の情報が存在しているかについて、デ

スクトップ調査・追加調査の結果を踏まえて、確認・検証した 

3. 難聴児の家族等の情報へのアクセスについて 

情報がどの家族等へも平等に提供されているか（容易にアクセスできるか、地域性や経

済条件に左右されないか）について、デスクトップ調査・追加調査の結果と、家族等確

認の結果を踏まえて確認・検証した 

4. その他、難聴児支援全般に関して 

本事業を進める中で明らかとなった、難聴児に対する支援の現状や課題についても確

認・検証した 
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1. 難聴児の家族等へ提供される情報の量に関して 

 家族等が入手できる情報が少ない 

 特にウェブで入手可能な自治体や支援機関の情報提供資料が少ないほか、家族

等が手に取りやすい書籍なども入手しづらい 

 自治体が資料等を作成して情報提供を行っている場合が少なく、また、地域の

支援機関（聴覚障害特別支援学校や児童発達支援センター等）による情報提供

の有無やその内容を自治体が把握していないケースもある 

 多くの家族等がインターネット上（ウェブ検索・SNS 等）を活用して情報収集

を行っていることが明らかになった 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 容易に取得できる自治体を含む行政機関や支援機関等からの情報が少なく、家

族等が不安感を抱えながら育児をする状況につながる可能性がある 

 必要十分かつ網羅的な情報が提供されていない 

 特定のテーマ・分野に関する情報が少ない 

 マッピング作業の結果を踏まえると、難聴に関する基本的な知識については、

ある程度情報が提供されているが、新生児期から前言語期の情動や愛着・関係

性等の非認知機能、言語発達、一側性難聴や軽度・中等度難聴に関する情報提

供が少ない傾向があった 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 新生児期から前言語期の情動や愛着・関係性等の非認知機能や言語発達につい

て家族等が十分に理解することが難しく、親子関係や教育面において課題が生

じる可能性がある 

 一側性難聴や軽・中等度難聴について家族等や関係者の理解が醸成されず、子

どもがきこえの程度に応じた適切な支援を受けられない可能性がある 

 

2. 難聴児の家族等へ提供される情報の質に関して 

 家族等が迫られる選択について、幅広かつフラットな情報が少ない 

 コミュニケーション手段（主に手話/音声・読話等）や、補聴方法（主に補聴

器・人工内耳等）や、就学先等の療育・教育に関する選択に関して、自由で主

体的な選択が可能となるような、幅広かつ中立な目線で記載されている情報提

供資料が少ない 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 コミュニケーション手段・補聴手段（主に補聴器/人工内耳等）・就学先等の選

択に関わる意思決定が、十分かつ偏りのない情報に基づいて行われていない可

能性がある 

 一般的な育児に関する考え方と掛け合わせた情報が少ない 

 難聴児の育児を考える上では、難聴に対する固有の情報やそれに基づく対応が

必要になるものの、育児の基本的な考え方（愛着形成など）も重要であるにも
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かかわらず、それらが同時に論じられているものが少ない 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 難聴児（とくに新生児期）を持つ家族等が、難聴に対する知識とともに、育児

の基本的な考え方を深めていくことが難しい現状が推測される 

 

3. 難聴児の家族等の情報へのアクセスについて 

 難聴児の子育て経験談に関する事例や、当事者コミュニティの情報等、より具体的

で、詳細な情報につながる糸口が少ない 

 情報収集結果を踏まえると、難聴児の子育て経験談に関する事例等は聴覚障害

特別支援学校等が中心となり作成しているが、個人情報も含まれるため、一般

公開されることが少ない 

 当事者団体の活動情報・活動報告等が一般公開されていることが少なく、特に

外部からインターネットを活用して情報収集することが難しい 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 当事者団体の活動報告や、各支援団体が行う支援についての詳細な情報が少な

く、どこに行けば、どのような人と出会え、どのような情報が得られるのか、

家族等が想像しづらい現状が推測される 

 家族等が、当事者団体・支援団体との接触に向けた情報収集が困難であること

が推測される 

 家族等が入手できる情報に地域差がある 

 一般的に、乳幼児の家族等に対しては、聴覚障害特別支援学校が行う情報提供

が主となる印象を受けるが、聴覚障害特別支援学校によって資料の情報提供の

種類・濃淡・量が異なる。一方、子育ての最初や序盤に接触した機関のその後

の子どもの人生への影響は大きいと考えられ、地域差があることは課題と考え

られる。 

 地域毎に当事者団体や支援機関の活動状況が異なる 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 各地域により、難聴児とその家族等の状況が異なり、また近年インターネット

上で当事者同士の情報共有が活発に行われていることを踏まえると、一覧性の

ある情報の中から家族等が自身の子どもに必要・適切な情報を選択することが

困難になり、家族等が混乱する可能性がある 

 難聴児とのその家族等が適切なタイミングで適切な支援を受けることが難しく

なる可能性がある 

 家族等に提供される情報が、支援員個人の持つ情報や認識に依拠する場合がある 

 各支援機関では、現場のスタッフが家族等との面談等で個別に家族等の困りご

とをフォローするという実情があることを伺った 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 家族等に提供される情報が支援員の持つ情報や認識に依って提供されると、属
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人的な情報提供となり、その家族等が出会った支援員により提供される情報が

変わるなど、家族等に同質な情報提供が行われない可能性がある 

 現場の支援員の負担が強まっている可能性がある 

 発達の段階に沿った情報が整理されていない 

 情報提供元等に確認したところ、家族等の不安や心情に寄り添うため、最低限

の情報提供しかしていない場合があるという実情を伺った 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 家族等は子どもの成長段階に合わせて、その時々に必要な情報を自発的に収集

する必要があるため、家族等の負担が強まっている可能性がある 

 家族等が必要な情報を適切なタイミングで入手することが出来ず、難聴児への

適切な支援が出来ていない可能性がある 

 

4. その他、難聴児支援全般に関して 

 知識やノウハウが体系的な共有知となっておらず、情報提供そのものが難しい 

 難聴児の支援機関員は日々難聴児に接し、指導・教育を行っており専門的なス

キルを有しているが、それらが言語化され共有知となり、資料化されるケース

が少ない 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 難聴児支援に関して、支援員の支援能力の底上げが難しくなる 

 現場の支援員の負担が強まっている可能性がある 

 新生児聴覚検査実施後～精密検査までに、推奨されている期間以上の時間を要する

場合がある 

 新生児聴覚検査でリファーとなった後、精密検査までに数か月の期間を要する

場合があり、また、その際のサポートが無かったため、心理的に疲弊した家族

等からの意見が挙がった 

（上記を踏まえて推測される影響） 

 新生児聴覚検査～精密検査までの期間が長引くことで、家族等の心理的負担が

強まることが推測される 

 新生児聴覚検査を受診した医療機関・産院や精密検査を実施する医療機関によ

って、同一自治体の中でも検査実施時期や状況が異なるため、家族等が混乱す

る可能性がある 

 提供された情報が整理されていない場合や膨大な場合、その状況に対する対応方法

が分からない場合には、情報提供が実施されたとしても、家族等はかえって不安に

なるケースがある 

 支援機関・施設・団体等によっては、家族等の心理状態や子どもの状況が異な

るため、意図的に最低限の情報提供のみを実施している場合があった 

 保護者からの意見で、情報量が多いことに対して懸念を示すものもあった 

（上記を踏まえて推測される影響） 
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 家族等は、情報を得て安心する場合もあれば、更に不安になるという場合もあ

るため、支援機関・施設・団体等が家族等へ提供する情報の内容・タイミング

を精査することが難しく、情報提供が不十分になる、もしくは家族等が必要以

上に不安を抱えてしまう可能性がある 

 

（２）今後に向けて（課題・提言） 

（１）で明らかになった点に関して、今後の課題についての検討と、方針の提言を記載する。 

 

1. 難聴児の家族等へ提供される情報の量に関して 

 家族等が入手できる情報が少ない 

 情報提供資料が各自治体で効果的に活用されるとともに、自治体とその協議会3

が中心となって、ウェブ上での情報提供を積極的に行うことが望ましい   
 資料活用の手引きに記載した通り、各自治体とその協議会が中心となり、地域

内の難聴児支援機能を把握・整理し、効果的に連携することが望ましい 

 必要十分かつ網羅的な情報が提供されていない 

  難聴児の支援機能を有する機関・施設・団体と専門家を含めた協議会が中心と

なり、難聴児に必要な情報を整理して、支援員への理解促進を行うことが肝要

である。また、その際には情報提供資料を活用することを検討することが望ま

しい 

 

2. 難聴児の家族等へ提供される情報の質に関して 

 家族等が迫られる選択について、幅広かつフラットな情報が少ない   
 補聴方法に関する情報提供について、偏りのない十分な情報提供と検討期間が

提供されているかを検討し、必要に応じて協議会が主体となり指導を行うこと

が望ましい 

 補聴方法については、専門医・支援員が、家族等が幅広い選択肢を知った上で

の補聴器・人工内耳及び手話等の検討に寄り添うことが出来ることが望ましい 

 一般的な育児に関する考え方と掛け合わせた情報が少ない   
 難聴児に関する支援・情報提供の他に、育児全般に関する支援・情報提供につ

いても合わせて議論し、関係部局・機関との連携を行うことが望ましい 

 

3. 難聴児の家族等の情報へのアクセスについて 

 難聴児の子育て経験談に関する事例や、当事者コミュニティの情報等、より具体的

 
3 協議会：医療機関、療育機関及び教育機関等関係機関で日常的な連携や情報 交換を行い、新生児聴覚検査から診断、治

療、療育、教育に至るまでの流れ、連携 による支援の必要性について認識を共有し、関係を円滑にすることを目的とし

て、厚生労働省より各自治体に設置を推奨されている機能 
出典：厚生労働省（難聴児の早期発見・早期療育推進のための基本方針）https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000902484.pdf 
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で、詳細な情報につながる糸口が少ない 

 当事者団体・支援団体が積極的に情報発信を行うともに、各自治体とその協議

会が拠点となり、各団体の活動状況を把握し、必要に応じて家族等に連携する

ことが望ましい 

 家族等が入手できる情報の地域差がある 

 各地域の支援の実態・状況を把握するとともに、不足している支援については

その充足を検討することが望ましい 

 また、各地域の情報を発信し、各地域に特有であるものはその旨が明らかにな

るようにすることが肝要である。また、その際には、本事業で作成した情報提

供資料を活用することが望ましい 

 家族等に提供される情報が、支援員個人の持つ情報や認識に依拠する場合がある 

 家族等が必要としている情報を整理し、情報提供の方法を検討することが肝要

である 

 各地域で支援の中核となっている機関以外でも適切な情報提供が可能となるよ

うな体制を整備することが望ましい 

 発達の段階に沿った情報が整理されていない 

 家族等がウェブ上で情報検索することを考えると、各自治体や公的機関等で、

どのような人にどのようなタイミングで情報を提示しているか、明確に整理さ

れた上で家族等に対して案内があることが望ましい 

 家族等が適切な支援機関につながってから得ても遅くない情報と、子どもが新

生児期であるときから情報を獲得し、育児や療育の見通しを立て・判断をする

ために必要な情報を区別して整理する必要がある。後者については、本事業で

扱うべき領域と整理したため、行政機関が、本事業で作成した情報提供資料を

積極活用することが望ましい 

 

4. その他、難聴児支援全般に関して 

 知識やノウハウが体系化・共有知となっておらず、情報提供そのものが難しい   
 協議会を中心として家族等に必要な情報を整理した後、それらが十分に提供さ

れているかを検討し、提供されていない場合は、その知識・ノウハウ等を有し

ている支援員を育成・配置し、広く周知するために活動を行うことが望ましい 

 並行して、各支援員が充実した支援を行うために、協議会などが中心となり、

支援の拡充について検討することが望ましい。 

 新生児聴覚検査実施後～精密検査までに、推奨されている期間以上の時間を要する

場合がある 

 新生児聴覚検査リファーから精密検査までのロードマップを作成し公開し、重

要な情報は書面等の明確な形で提供することが肝要である 
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 1-3-6 rules4や 1-2-3 month timeline5を実現できるよう、医療機関が迅速に精

密検査を実施することを奨励することが肝要である 

 また、精密検査実施前の家族等に対する支援・ケアの重要性について、医療機

関（専門医）を始めとした支援機関等が認知するために、協議会を中心とした

活動を実施することが必要である 

 提供された情報が整理されていない場合や膨大な場合、その状況に対する対応方法

が分からない場合には、情報提供が実施されたとしても、家族等はかえって不安に

なるケースがある 

 支援機関・施設・団体が平等に情報提供を実施できる資料の準備と並行して、

各支援機関・施設・団体にて相談体制を整え、地域でサポートしていく体制が

理想的である 

  

 
4 1-3-6 rules: 「生後１か月までに新生児聴覚検査を完了し、３か月までに聴覚確定診断を受け、６か月までに早期介入を

行う」こと 
5 1-2-3 month timeline：1-3-6 rules を１か月・２か月・３か月とより進めたもの 
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付録 
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付録１ 情報提供資料（本編） 

別添資料を参照 

 

付録２ 情報提供資料（概要版） 

別添資料を参照 

 

付録３ 資料活用の手引き 

別添資料を参照 
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付録４ 収集資料一覧 

収集資料の詳細を次ページの通り一覧化した。 

なお、オンライン調査で収集した資料は、資料が掲載されているウェブページの URL（令和 5 年 3

月時点のもの）を掲載したが、直接調査で収集した資料については割愛した。 

「総ページ数」の列に「リーフレット」と 記載がある資料は、A4 紙が両面印刷されて 3 つ折りに

なっているものが該当する。 
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=1

0
93

5
00

5
4 

2
0 

厚
生

労
働

省
 

厚
生

労
働

省
 

障
害

者
支

援
機

器
の

活
用

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

 
2
0
1
8

年
 

6
0 

h
tt

p
s:

//
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p
/
co

n
te

n
t/

12
2
0
0
00

0
/0

0
03

0
79

02
.

p
d
f 
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

自
治
体

 
 

2
1 

北
海

道
 

北
海

道
 

【
北

海
道

】
お

子
さ

ん
の

「
き

こ
え

」
の

手
引

き
 

2
0
2
1
年
 

5
6 

2
2 

札
幌

市
 

札
幌

市
 

札
幌

市
子

ど
も

の
補

聴
器

購
入

費
等

助
成

事
業

実
施

要
綱

（
R
3
.
7
) 

2
0
2
1
年
 

9
 

2
3 

札
幌

市
 

札
幌

市
 

子
ど

も
の

補
聴

器
購

入
費

等
助

成
事

業
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
(
R
4
.
7)
  

2
0
2
2
年
 

1
 

2
4
 

旭
川
市

 
旭

川
市

 
聞

こ
え

な
い

・
聞

こ
え

に
く

い
お
子

さ
ん
を
育

て
る
保

護
者
の
皆

様
へ
 

～
ろ
う

児
保

護
者

子
育

て
体

験
談

リ
ー
フ
レ

ッ
ト
～

 

-
 

4
 

2
5
 

岩
手

県
 

岩
手

県
 

聴
覚

障
が

い
児

支
援

に
関

す
る

取
組

み
 

-
 

1
3
 

2
6
 

岩
手
県

 
岩

手
県

 
岩

手
県

難
聴

児
補

聴
器

購
入

助
成
事

業
費
補
助

金
交
付

要
綱

 
-
 

3
 

2
7 

岩
手

県
 

岩
手

県
 

岩
手

県
難

聴
児

補
聴

器
購

入
助

成
事

業
実

施
要

領
 

2
0
2
2
年
 

4
 

2
8 

岩
手

県
 

岩
手

県
 

い
わ

て
の

母
子

保
健

抜
粋

 
2
0
1
9
年
 

2
 

2
9
 

岩
手
県

 
岩

手
県

 
き

こ
え

と
こ

と
ば

の
相

談
等

 
-
 

5
 

3
0
 

仙
台
市

 
仙

台
市

障
害

者
総

合
支

援
セ

ン

タ
ー

 

難
聴

児
の

補
聴

器
購

入
等

の
助

成
制

度
(
R
4
) 

2
0
2
2
年
 

1
 

3
1 

秋
田

県
 

秋
田

県
 

き
こ

え
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

 
2
0
2
0
年
 

7
4 

3
2
 

秋
田
県

 
秋

田
県

 
聴

覚
言

語
発

達
リ

ス
ト

 
-
 

2
 

3
3
 

秋
田
県

 
秋

田
県

 
新

生
児

聴
覚

検
査

に
関

す
る

案
内
（

赤
ち
ゃ
ん

の
き
こ

え
と
新
生

児
聴
覚

検
査
に

つ
い

て
（

ご
案

内
）
、

新
生

児
聴
覚
（

ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

）
検
査
の

お
知
ら

せ
、
新

生
児

聴
覚

検
査

結
果

の
お

知
ら
せ
（

異
常
な
し

の
場
合

と
要
検
査

の
場
合

）
）
 

-
 

6
 

3
4 

山
形

県
 

山
形

県
 

山
形

県
軽

度
・

中
等

度
難

聴
児

補
聴

器
購

入
支

援
事

業
フ

ロ
ー

図
 

2
0
1
4
年
 

1
 

3
5
 

山
形

県
 

山
形

県
 

山
形

県
軽

度
・

中
等

度
難

聴
児

補
聴

器
購

入
支

援
事

業
（

御
案

内
）

 
-
 

1
 

3
6
 

茨
城
県

 
茨

城
県

 
赤

ち
ゃ

ん
の

耳
の

聞
こ

え
（

聴
覚
）

の
検
査
に

つ
い
て

 
-
 

1
 

3
7
 

栃
木

県
 

栃
木

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
を

受
け

ま
し

ょ
う

！
 

-
 

2
 

3
8
 

栃
木

県
 

栃
木

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
結

果
が

要
再

検
査

（
リ

フ
ァ

ー
）

と
な

っ
た

方
へ

 
-
 

2
 

3
9
 

栃
木

県
 

栃
木

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
の

精
密

聴
力

検
査

を
受

け
ま

し
ょ

う
！

 
-
 

2
 

4
0
 

栃
木

県
 

栃
木

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
を

受
け

て
い

な
い

方
へ

検
査

を
受

け
ま

し
ょ

う
！

 
-
 

2
 

4
1
 

さ
い
た
ま

市
 

さ
い

た
ま

市
 

新
生

児
聴

覚
検

査
を

知
っ

て
い
ま
す

か
？

 
-
 

リ
ー
フ
レ

ッ
ト

 

4
2
 

船
橋
市

 
船

橋
市

 
船

橋
市

軽
度

・
中

等
度

難
聴

児
補
聴

器
購
入
費

等
助
成

制
度
の
ご

案
内

 
-
 

1
 

4
3 

柏
市

 
柏

市
 

令
和

4
年

度
版

障
害

福
祉

の
し

お
り

 
2
0
2
2
年
 

1
1
4 

4
4 

柏
市

 
柏

市
 

令
和

4
年

度
版

障
害

福
祉

の
し

お
り

(
団

体
・

施
設

一
覧

)
 

2
0
2
2
年
 

2
0 

4
5 

八
王

子
市

 
八

王
子

市
 

中
等

度
難

聴
児

発
達

支
援

事
業

(
補

聴
器

購
入

費
の

助
成

)
 

2
0
2
0
年
 

2
 

4
6 

八
王

子
市

 
八

王
子

市
 

八
王

子
市

中
等

度
難

聴
児

発
達

支
援

事
業

補
聴

器
購

入
費

助
成

要
綱

 
2
0
2
0
年
 

6
 

4
7 

神
奈

川
県

 
神

奈
川

県
 

【
参

考
】

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

の
手

引
き

 
2
0
2
0
年
 

5
5 

4
8
 

神
奈
川
県

 
神

奈
川

県
 

【
参

考
】

新
生

児
聴

覚
啓

発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト

 
-
 

2
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

自
治
体

 

4
9
 

川
崎

市
 

川
崎

市
 

新
生

児
聴

覚
検

査
の

お
知

ら
せ

 
-
 

2
 

5
0
 

川
崎
市

 
川

崎
市

 
新

生
児

聴
覚

検
査

費
用

の
償

還
払
い

の
ご
案
内

 
-
 

2
 

5
1
 

川
崎
市

 
川

崎
市

 
き

こ
え

な
い

 
き

こ
え

に
く

い
 
お

子
さ
ん
の

た
め
の

乳
幼
児
教

育
相
談

 
-
 

1
 

5
2
 

川
崎

市
 

川
崎

市
 

川
崎

市
立

聾
学

校
 
乳

幼
児

教
育

相
談

 
-
 

1
 

5
3
 

川
崎
市

 
川

崎
市

 
難

聴
児

用
補

聴
器

給
付

の
ご

案
内

 
-
 

2
 

5
4 

新
潟

市
 

新
潟

市
 

制
度

の
お

知
ら

せ
(
新

潟
市

難
聴

児
補

聴
器

給
付

事
業

)
 

2
0
2
2
年
 

2
 

5
5 

石
川

県
 

石
川

県
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

①
妊

娠
中

用
 

2
0
2
0
年
 

1
 

5
6 

石
川

県
 

石
川

県
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

②
出

産
前

後
用

 
2
0
2
0
年
 

2
 

5
7
 

石
川
県

 
石

川
県

 
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
③

検
査

結
果

 
-
 

4
 

5
8 

石
川

県
 

石
川

県
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

④
r
e
f
e
r
説

明
用

 
-
 

8
 

5
9 

石
川

県
 

石
川

県
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

⑤
助

産
所

説
明

用
 

2
0
1
0
年
 

2
 

6
0
 

金
沢

市
 

金
沢

市
 

金
沢

市
難

聴
児

補
聴

器
給

付
事

業
案

内
 

-
 

1
 

6
1 

福
井

県
 

福
井

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
チ

ラ
シ

 
2
0
1
9
年
 

2
 

6
2
 

福
井

県
 

福
井

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

 
-
 

7
 

6
3 

山
梨

県
 

山
梨

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
の

手
引

 
2
0
0
8
年
 

4
3 

6
4
 

山
梨

県
 

山
梨

県
 
 

赤
ち

ゃ
ん

の
耳

の
き

こ
え

（
聴

覚
）

の
検

査
に

つ
い

て
〜

保
護

者
の

方
へ

〜
 

-
 

2
 

6
5
 

長
野
県

 
長

野
県

難
聴

児
支

援
セ

ン
タ

ー
 

赤
ち

ゃ
ん

の
こ

と
ば

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で

「
要
検
査

」
を
伝

え
ら
れ

た
ご

家
族

の
方

へ
 

-
 

1
3 

6
6
 

長
野

県
 

長
野

県
難

聴
児

支
援

セ
ン

タ
ー

 
長

野
県

難
聴

児
支

援
セ

ン
タ

ー
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

6
7
 

長
野
県

 
長

野
県

難
聴

児
支

援
セ

ン
タ

ー
 

難
聴

幼
児

・
児

童
サ

ポ
ー

ト
ブ

ッ
ク

 
幼
保
育

園
・
小

学
校
で
難

聴
児
を

支
え
る

先
生

方
へ

 

-
 

1
4 

6
8
 

長
野

県
 

長
野

県
難

聴
児

支
援

セ
ン

タ
ー

 
新

生
児

聴
覚

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
は

9
9
％

の
方

が
受

け
て

い
る

検
査

で
す

 
-
 

2
 

6
9
 

長
野
市

 
長

野
県

難
聴

児
支

援
セ

ン
タ

ー
 

赤
ち

ゃ
ん

の
こ

と
ば

（
要

再
検

査
対

象
者
用
リ

ー
フ
レ

ッ
ト
）

 
-
 

8
 

7
0 

岐
阜

県
 

岐
阜

県
 

子
育

て
支

援
課

 
赤

ち
ゃ

ん
の

健
康

な
発

育
を

ね
が

っ
て

す
こ

や
か

に
 

2
0
2
2
年
 

4
2 

7
1
 

岐
阜
県

 
岐

阜
県

 
新

生
児

聴
覚

検
査

に
つ

い
て

 
-
 

1
 

7
2 

岐
阜

県
 

岐
阜

県
 

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

結
果

の
お

知
ら

せ
（

P
a
s
s
用

・
R
e
f
er

用
）

 
-
 

各
1
 

7
3
 

岐
阜

県
 

岐
阜

県
 

お
子

さ
ん

に
お

母
さ

ん
・

お
父

さ
ん

の
声

は
聞

こ
え

て
い

ま
す

か
？

 
-
 

2
 

7
4
 

岐
阜
県

 
飛

騨
特

別
支

援
学

校
 

一
側

性
難

聴
に

つ
い

て
 

-
 

5
 

7
5
 

岐
阜
県

 
飛
騨
特
別

支
援
学

校
 

こ
ん
に
ち

は
！
き

こ
え
に
く

い
子
ど

も
た
ち

 
-
 

1
8
 

7
6 

岐
阜

県
 

岐
阜

県
難

聴
児

支
援

セ
ン

タ
ー

 
お

子
さ

ん
の

き
こ

え
の

た
め

に
 

2
0
2
1
年
 

7
2 
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

自
治
体

 
 

7
7
 

岐
阜

県
 

岐
阜

県
難

聴
児

支
援

セ
ン

タ
ー

 
岐

阜
県

難
聴

児
支

援
セ

ン
タ

ー
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

7
8 

岐
阜

県
 

岐
阜

県
難

聴
児

支
援

セ
ン

タ
ー

 
お

子
さ

ん
の

き
こ

え
の

た
め

に
 
概

要
版

 
2
0
2
1
年
 

2
2 

7
9
 

静
岡
県

 
静

岡
県

 
～

聴
覚

障
害

児
相

談
～

聴
覚

に
障
害

の
あ
る
お

子
さ
ん

と
ご
両
親

を
サ
ポ

ー
ト
し

ま
す

！
 

2
0
2
2
年
 

1
 

8
0 

静
岡

県
 

静
岡

県
 

お
子

さ
ん

の
聴

覚
に

気
が

か
り

や
心

配
の

あ
る

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
 

2
0
2
2
年
 

2
 

8
1 

静
岡

県
 

静
岡

県
 

片
耳

が
聞

こ
え

に
く

い
と

言
わ

れ
た

ら
 

2
0
2
1
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

8
2
 

静
岡
県

 
静

岡
県

 
新

生
児

聴
覚

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検
査

に
つ
い
て

 
-
 

リ
ー
フ
レ

ッ
ト

 

8
3 

静
岡

県
 

静
岡

県
 

赤
ち

ゃ
ん

の
聞

こ
え

を
心

配
さ

れ
る

お
母

さ
ん

へ
 

2
0
2
1
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

8
4
 

静
岡
県

 
静

岡
県

 
難

聴
児

の
よ

り
良

い
き

こ
え

の
た
め

に
補
聴
援

助
シ
ス

テ
ム
を
貸

し
出
し

て
い
ま

す
！

 

2
0
2
2
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

8
5 

静
岡

県
 

静
岡

県
 

静
岡

県
新

生
児

聴
覚

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
と

事
後

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

2
0
2
1
年
 

7
3 

8
6 

静
岡

市
 

静
岡

市
 

①
各

区
の

障
害

者
支

援
課

窓
口

で
配

架
し

て
い

る
助

成
制

度
の

チ
ラ

シ
 

2
0
2
2
年
 

2
 

8
7
 

静
岡
市

 
静

岡
県

乳
幼

児
聴

覚
支

援
セ

ン

タ
ー

 

②
保

健
セ

ン
タ

ー
で

対
象

者
へ

お
渡

し
す

る
県

作
成

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
1
7
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

8
8 

静
岡

市
 

静
岡

県
 

③
県

障
害

福
祉

課
作

成
の

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

チ
ラ

シ
 

2
0
2
2
年
 

2
 

8
9 

愛
知

県
 

愛
知

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
 
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
2
1
年
 

2
 

9
0 

愛
知

県
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

千
種

聾
学

校
 

R
4
き

こ
え

と
こ

と
ば

の
個

別
相

談
会

 
2
0
2
2
年
 

1
 

9
1
 

愛
知

県
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

千
種

聾
学

校
 

教
育

相
談

 
案

内
1
 

-
 

1
 

9
2
 

愛
知

県
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

千
種

聾
学

校
 

教
育

相
談

 
案

内
2
 

-
 

1
 

9
3
 

愛
知

県
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

千
種

聾
学

校
 

教
育

相
談

 
案

内
3
 

-
 

1
 

9
4
 

愛
知

県
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

千
種

聾
学

校
 

保
護

者
教

室
 

案
内

 
-
 

1
 

9
5 

愛
知

県
 

愛
知

県
立

豊
橋

聾
学

校
 

豊
橋

聾
学

校
 

見
学

説
明

会
 
案
内

 
2
0
2
2
年
 

3
 

9
6
 

愛
知
県

 
愛

知
県

 
岡

崎
聾

学
校

 
乳

幼
児

教
室

・
集
団

活
動
・
口

座
 
案

内
 

-
 

2
 

9
7
 

愛
知
県

 
愛

知
県

立
一

宮
聾

学
校

 
一

宮
聾

学
校

 
教

育
相

談
 

案
内

 
-
 

2
 

9
8
 

名
古
屋
市

 
名

古
屋

市
 

名
古

屋
市

軽
度

・
中

等
度

難
聴
児
補

聴
器
購
入

助
成
事

業
実
施
要

綱
 

 
-
 

7
 

9
9
 

一
宮
市

 
一

宮
市

 
一

宮
市

難
聴

児
補

聴
器

購
入

等
助
成

の
ご
案
内

 
-
 

2
 

1
0
0
 

三
重

県
 

三
重

県
立

子
ど

も
心

身
発

達
医

療
セ

ン
タ

ー
 
難

聴
児

支
援

課
 

つ
く

し
ん

ぼ
案

内
 

-
 

1
 

1
0
1 

三
重

県
 

三
重

県
 

三
重

県
に

お
け

る
新

生
児

聴
覚

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

手
引

き
（

H
3
1
.
3
）

※
R
4
.
1
時

点
修

正
 

2
0
2
2
年
 

3
5 

1
0
2
 

三
重

県
 

三
重

県
 

三
重

県
補

聴
器

購
入

費
用

助
成

制
度

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

 
-
 

1
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

自
治
体

 
 

1
0
3
 

三
重

県
 

三
重

県
立

子
ど

も
心

身
発

達
医

療
セ

ン
タ

ー
 
難

聴
児

支
援

課
 

難
聴

児
支

援
セ

ン
タ

ー
パ

ン
フ

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

1
0
4 

三
重

県
 

三
重

県
 

き
こ

え
の

手
帳

 
2
0
1
6
年
 

3
1 

1
0
5 

滋
賀

県
 

滋
賀

県
 

交
付

金
要

綱
 
(
R
4
.4
.
1
) 
  

2
0
2
2
年
 

8
 

1
0
6 

滋
賀

県
 

滋
賀

県
 

実
施

要
綱

 
【

R
3
.
4
.
1
】

  
2
0
2
1
年
 

1
2 

1
0
7 

大
阪

府
 

大
阪

府
 

大
阪

府
新

生
児

聴
覚

検
査

の
手

引
き

 
2
0
2
2
年
 

4
8 

1
0
8 

大
阪

府
 

大
阪

府
 

赤
ち

ゃ
ん

の
耳

の
聞

こ
え

 
2
0
2
2
年
 

2
 

1
0
9
 

大
阪

府
 

大
阪

府
 

大
阪

府
新

生
児

聴
覚

検
査

か
ら

支
援

ま
で

を
遅

滞
な

く
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

の

手
引

き
 

2
0
2
2
年
 

4
1 

1
1
0
 

大
阪

市
 

大
阪

市
 

大
阪

市
H
P
「

軽
度

・
中

等
度

難
聴

児
に

補
聴

器
の

購
入

費
用

・
修

理
費

用
を

助
成

し
ま

す
」

 

-
 

 
 

1
1
1 

大
阪

市
 

大
阪

市
 

☆
難

聴
児

補
聴

器
給

付
事

業
に

つ
い

て
（

周
知

用
ビ

ラ
）

R
4
.
4
.1
～

 
2
0
2
2
年
 

1
 

1
1
2
 

兵
庫

県
 

兵
庫

県
言

語
聴

覚
士

会
 

0
1
聴

覚
障

害
児

支
援

力
向

上
研

修
案

内
 

-
 

2
 

1
1
3
 

兵
庫

県
 

兵
庫

県
言

語
聴

覚
士

会
 

0
2
聴

覚
障

害
児

支
援

力
向

上
研

修
案

内
 

-
 

2
 

1
1
4
 

兵
庫

県
 

兵
庫

県
 

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

の
ご

案
内

 
-
 

8
 

1
1
5 

兵
庫

県
 

兵
庫

県
教

育
委

員
会

 
聴

覚
相

談
支

援
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
2
2
年
 

2
 

1
1
6 

兵
庫

県
 

兵
庫

県
 

補
聴

器
購

入
費

等
助

成
事

業
 

2
0
2
2
年
 

5
 

1
1
7
 

奈
良

市
 

一
般

財
団

法
人

全
日

本
ろ

う
あ

連
盟

 

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

『
き

こ
え

な
い
・
き

こ
え
に
く

い
お
子

さ
ん
を
持

つ
マ
マ

・
パ
パ

へ
』

 

-
 

4
 

1
1
8 

奈
良

市
 

奈
良

市
 

「
障

害
者

福
祉

の
し

お
り

」
 

2
0
2
2
年
 

7
0 

1
1
9
 

鳥
取

県
 

鳥
取

県
立

鳥
取

聾
学

校
 

鳥
取

聾
学

校
 

-
 

1
 

1
2
0
 

鳥
取

県
 

公
益

社
団

法
人

鳥
取

県
聴

覚
障

害
者

協
会

 

鳥
取

県
き

こ
え

な
い

・
き

こ
え
に
く

い
子
ど
も

の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン

タ
ー
「

き
き
」

 
-
 

リ
ー
フ
レ

ッ
ト

 

1
2
1
 

鳥
取

県
 

鳥
取

県
立

鳥
取

聾
学

校
ひ

ま
わ

り
分

校
 

鳥
取

聾
学

校
ひ

ま
わ

り
分

校
 

-
 

2
 

1
2
2
 

鳥
取

県
 

鳥
取

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
 

-
 

 
 

1
2
3 

鳥
取

市
 

鳥
取

市
 

◎
0
3
R
4
.4
～

補
装

具
制

度
に

つ
い

て
（

ご
案

内
）

 
2
0
2
2
年
 

1
 

1
2
4
 

鳥
取

市
 

鳥
取

市
 

（
身

障
）

手
帳

新
規

交
付

時
の

案
内

 
-
 

2
 

1
2
5
 

鳥
取

市
 

鳥
取

市
 

「
き

き
」

の
お

知
ら

せ
 

-
 

2
 

1
2
6 

鳥
取

市
 

鳥
取

市
 

手
帳

対
象

外
補

聴
器

購
入

助
成

事
業

（
R
4
.
7
.2
.
鳥

取
聾

学
校

）
 

2
0
2
2
年
 

1
 

1
2
7
 

鳥
取

市
 

鳥
取

市
 

日
常

生
活

用
具

制
度

概
要

 
-
 

1
 

1
2
8 

鳥
取

市
 

鳥
取

市
 

R
4
日

常
生

活
用

具
要

綱
（

聴
覚

障
害

抜
粋

）
 

2
0
2
2
年
 

2
 

1
2
9 

島
根

県
 

島
根

県
 

一
側

性
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
配

慮
に

つ
い

て
 

2
0
1
1
年
 

1
 

1
3
0 

松
江

市
 

松
江

市
 

松
江

市
難

聴
児

補
聴

器
購

入
費

助
成

事
業

実
施

要
綱

 
2
0
1
2
年
 

4
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

自
治

 
 

1
3
1 

岡
山

県
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

１
号

支
援

だ
よ

り
 

2
0
2
2
年
 

2
 

1
3
2 

岡
山

県
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

令
和

４
年

度
聴

覚
障

害
教

育
に

関
す

る
研

修
会

（
案

内
）

 
2
0
2
2
年
 

1
 

1
3
3
 

岡
山

県
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

令
和

５
年

度
岡

山
県

立
岡

山
聾

学
校

幼
稚

部
幼

児
募

集
要

項
 

-
 

1
 

1
3
4
 

岡
山

県
 

岡
山

県
 

岡
山

県
新

生
児

聴
覚

検
査

事
業

の
手

引
き

（
改

訂
４

版
）
（
平
成
３

１
（
２

０
１

９
）

年
２

月
作

成
）

 

2
0
1
9
年
 

5
7 

1
3
5 

広
島

県
 

広
島

県
 

障
害

の
あ

る
子

供
と

保
護

者
の

た
め

の
教

育
支

援
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
 

2
0
2
2
年
 

2
5 

1
3
6
 

広
島

市
 

広
島

市
 

聴
覚

精
密

検
査

 
お

子
様

の
「

聞
こ

え
」

が
心

配
な

保
護

者
の

方
へ

 
-
 

1
 

1
3
7
 

広
島

市
 

広
島

市
 

「
き

こ
え

」
の

育
ち

チ
ェ

ッ
ク

表
 

-
 

1
 

1
3
8
 

呉
市

 
呉

市
 

新
生

児
聴

覚
検

査
 

-
 

2
 

1
3
9
 

呉
市

 
呉

市
 

呉
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
軽

度
・

中
等

度
難

聴
児

補
聴

器
購

入
助

成
事

業
 

-
 

 
 

1
4
0 

福
山

市
 

福
山

市
 

事
業

者
一

覧
 

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

（
難

聴
児

対
応

の
事

業
所

を
含

む
）

 
2
0
2
2
年
 

1
 

1
4
1
 

福
山

市
 

福
山

市
 

軽
度

・
中

等
度

難
聴

児
補

聴
器

購
入

費
助

成
事

業
 

-
 

1
0
 

1
4
2 

山
口

県
 

山
口

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
お

よ
び

難
聴

児
の

早
期

療
育

・
教

育
支

援
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
 

2
0
2
1
年
 

6
8 

1
4
3
 

高
知

県
 

県
立

療
育

福
祉

セ
ン

タ
ー

 
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
 
難

聴
児

通
所

（
ポ

ニ
ー

）
 

-
 

4
 

1
4
4
 

高
知

県
 

県
立

療
育

福
祉

セ
ン

タ
ー

 
難

聴
児

の
子

育
て

（
き

こ
え

に
つ

い
て

）
 

-
 

4
 

1
4
5
 

高
知

県
 

高
知

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
(
表

面
)
 

-
 

1
 

1
4
6
 

高
知

県
 

高
知

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
(
中

面
）

 
-
 

1
 

1
4
7 

福
岡

県
 

福
岡

県
 

重
度

障
が

い
者

医
療

費
支

給
制

度
 

2
0
2
2
年
 

3
 

1
4
8 

福
岡

県
 

福
岡

県
 

福
岡

県
軽

度
・

中
等

度
難

聴
児

補
聴

器
購

入
費

助
成

事
業

 
2
0
2
2
年
 

3
 

1
4
9
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

①
赤

ち
ゃ

ん
の

育
ち

に
大

切
な

関
わ

り
 

-
 

1
 

1
5
0
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

②
子

ど
も

の
育

ち
に

大
切

な
関

わ
り

 
-
 

1
 

1
5
1
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

③
き

こ
え

る
し

く
み

 
-
 

1
 

1
5
2
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

④
き

こ
え

の
検

査
 
⑤

オ
ー

ジ
オ

グ
ラ

ム
 
⑥

声
と

音
の

大
き

さ
 

-
 

3
 

1
5
3
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

⑦
補

聴
器

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
改

訂
版

 
-
 

1
 

1
5
4
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

⑧
人

工
内

耳
に

つ
い

て
_
改

訂
版

 
-
 

1
 

1
5
5
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

⑨
療

育
の

流
れ

に
つ

い
て

な
ど

 
-
 

1
 

1
5
6
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

⑩
楽

し
く

音
に

気
づ

か
せ

ま
し

ょ
う

（
聴

覚
学

習
）

 
-
 

2
 

1
5
7
 

佐
賀

県
 

佐
賀

県
 

軽
度

・
中

度
難

聴
児

補
聴

器
購

入
費

助
成

 
-
 

2
 

1
5
8
 

佐
賀

県
 

佐
賀

県
立

ろ
う

学
校

 
佐

賀
県

立
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
や

こ
と

ば
の

相
談

 
-
 

2
 

1
5
9 

佐
賀

県
 

佐
賀

県
 

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

の
ご

案
内

 
2
0
1
9
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 

自
治
体

 
 

1
6
0 

長
崎

県
 

長
崎

県
 

新
生

児
聴

覚
検

査
の

 
ご

案
内

 
 

2
0
2
0
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

1
6
1
 

佐
世

保
市

 
長

崎
県

 
お

子
さ

ん
に

は
お

母
さ

ん
の

声
が

聞
こ

え
て

い
ま

す
か

？
 

-
 

2
 

1
6
2
 

佐
世

保
市

 
長

崎
県

立
ろ

う
学

校
佐

世
保

分

校
 

き
こ

え
や

こ
と

ば
の

発
達

が
気
に
な

る
お
子
さ

ん
の
保

護
者
の
方

へ
 
乳

幼
児
教

育
相

談
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

1
6
3 

佐
世

保
市

 
長

崎
県

 
新

生
児

聴
覚

検
査

の
ご

案
内

 
2
0
2
0
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

1
6
4
 

佐
世

保
市

 
長

崎
県

 
な

が
さ

き
聴

覚
障

害
児

支
援

事
業

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ご

案
内

 
-
 

8
 

1
6
5 

熊
本

県
 

熊
本

県
 

1
-
①

_
熊

本
県

難
聴

児
補

聴
器

購
入

助
成

事
業

実
施

要
項

 
2
0
1
8
年
 

3
 

1
6
6
 

熊
本

県
 

熊
本

県
 

1
-
②

_
実

施
要

項
様

式
 

-
 

5
 

1
6
7
 

熊
本

県
 

熊
本

県
立

熊
本

聾
学

校
内

乳
幼

児
教

育
相

談
室

「
う

さ
ぎ

ル
ー

ム
」

 

2
-
①

_
う

さ
ぎ

ル
ー

ム
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 

-
 

6
 

1
6
8
 

熊
本

県
 

熊
本

県
立

熊
本

聾
学

校
内

乳
幼

児
教

育
相

談
室

「
う

さ
ぎ

ル
ー

ム
」

 

2
-
②

_
う

さ
ぎ

ル
ー

ム
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 
(
新

生
児

聴
覚

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
で

要
検

査
と

な
ら

れ
た

こ
ど

も
の

保
護

者
向

け
)
 

-
 

4
 

1
6
9 

熊
本

県
 

熊
本

県
ひ

ば
り

園
 

3
_
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
熊

本
県

ひ
ば

り
園

療
育

の
手

引
 

2
0
2
2
年
 

2
8 

1
7
0 

大
分

県
 

大
分

県
立

聾
学

校
 

2
0
2
2
年

ひ
よ

こ
パ

ン
フ

 
2
0
2
2
年
 

2
 

1
7
1 

大
分

県
 

大
分

県
立

聾
学

校
 

2
0
2
2
2
版

み
み

サ
ポ

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 
 

2
0
2
2
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

1
7
2
 

大
分

市
 

大
分

市
 

軽
度

・
中

度
聴

覚
障

が
い

児
補

聴
器

購
入

費
助

成
事

業
案

内
 

-
 

1
 

1
7
3
 

大
分

市
 

大
分

市
 

特
別

支
援

教
育

・
保

育
の

申
込

み
に

つ
い

て
の

流
れ

(
新

規
入

所
児

)
 
(
※

補
足

：

難
聴

児
に

特
化

し
た

も
の

で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

 

-
 

1
 

1
7
4
 

鹿
児

島
市

 
鹿

児
島

市
 

難
聴

児
補

聴
器

購
入

費
助

成
事

業
 

-
 

1
 

1
7
5
 

沖
縄

県
 

県
立

沖
縄

ろ
う

学
校

 
乳

幼
児

教
育

相
談

 
グ

ル
ー

プ
・

個
別

相
談

支
援

に
つ

い
て

 
-
 

1
 

1
7
6
 

沖
縄

県
 

県
立

沖
縄

ろ
う

学
校

 
乳

幼
児

教
育

相
談

「
ひ

ま
わ

り
」

案
内

資
料

 
-
 

1
 

1
7
7
 

沖
縄

県
 

県
立

沖
縄

ろ
う

学
校

 
乳

幼
児

教
育

相
談

日
課

表
 

-
 

1
 

児
童

発
達

支

援
セ

ン
タ

ー
 

 

1
7
8
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 

ひ
ま

わ
り
学

園
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 
ひ

ま
わ

り
学

園
 

ひ
よ

こ
グ

ル
ー

プ
 
～

お
子

さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を

楽
し
む

た
め
に

～
 

-
 

1
 

1
7
9
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 

ひ
ま

わ
り
学

園
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 
ひ

ま
わ

り
学

園
 

ひ
よ

こ
グ

ル
ー

プ
 
～

お
子

さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を

豊
か
に

す
る
た

め
に

～
 

予
告

し
よ

う
！

 

-
 

1
 

1
8
0
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 

ひ
ま

わ
り
学

園
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 
ひ

ま
わ

り
学

園
 

ひ
よ

こ
グ

ル
ー

プ
 
～

お
子

さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を

豊
か
に

す
る
た

め
に

～
 

確
認

を
し

よ
う

！
 

-
 

1
 

1
8
1
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 

ひ
ま

わ
り
学

園
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 
ひ

ま
わ

り
学

園
 

り
す

ぐ
み

 
懇

談
会

 
-
 

3
 

1
8
2
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 

ひ
ま

わ
り
学

園
 

さ
い

た
ま

市
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
 
ひ

ま
わ

り
学

園
 

り
す

ぐ
み

 
保

護
者

グ
ル

ー
プ

 
「

通
所

と
は

」
 

-
 

4
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

児
童

発
達

支

援
セ
ン
タ

ー
 

 

1
8
3 

ラ
イ

シ
ャ

ワ
・

ク
レ

ー
マ

学
園

 
ラ

イ
シ

ャ
ワ

・
ク

レ
ー

マ
学

園
 

聴
覚

に
障

が
い

の
あ

る
乳

幼
児

の
育

て
方

 
2
0
1
8
年
 

4
9 

1
8
4
 

ラ
イ

シ
ャ

ワ
・

ク
レ

ー
マ

学
園

 
ラ

イ
シ

ャ
ワ

・
ク

レ
ー

マ
学

園
 

ラ
イ

シ
ャ

ワ
ク

レ
ー

マ
学

園
 
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 

-
 

2
 

1
8
5 

ラ
イ

シ
ャ

ワ
・

ク
レ

ー
マ

学
園

 
ラ

イ
シ

ャ
ワ

・
ク

レ
ー

マ
学

園
 

学
校

法
人

 
日

本
聾

話
学

校
 
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
2
1
年
 

6
 

1
8
6
 

ラ
イ
シ
ャ

ワ
・
ク

レ
ー
マ
学

園
 

ラ
イ
シ
ャ

ワ
・
ク

レ
ー
マ
学

園
 

絵
本
「
ね

ぇ
ね
ぇ

あ
し
た
も

い
っ
ぱ

い
お
は
な

し
し
よ

う
ね
」

 
-
 

2
4
 

1
8
7
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
1
4
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

1
8
8
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

だ
よ

り
（

N
o
.
5
1
～

53
）

 
2
0
2
0
年
 

各
1
0
 

1
8
9
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

耳
掛

け
補

聴
器

装
用

上
の

注
意
点

 
-
 

2
 

1
9
0
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

家
庭

で
の

補
聴

器
の

手
入

れ
 

-
 

1
 

1
9
1
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

聴
力

検
査

の
種

類
と

目
的

、
補

聴
器

等
に

つ
い

て
の

資
料

 
-
 

5
 

1
9
2
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

難
聴

の
診

断
か

ら
補

聴
器

購
入
ま
で

 
-
 

1
 

1
9
3
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

【
０

・
１

歳
ク

ラ
ス

の
み

な
さ

ん
へ

】
 

-
 

2
 

1
9
4
 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

富
士

見
台

聴
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
室

 

0
歳

児
・

1
歳

児
ク

ラ
ス

～
今

、
大
切

に
し
た
い

こ
と
～

 
-
 

6
 

1
9
5
 

や
ま

び
こ

ル
ー

ム
 

や
ま

び
こ

ル
ー

ム
 

難
聴

と
診

断
さ

れ
た

お
子

さ
ん

を
持

つ
親

御
さ

ん
へ

（
伝

音
性

難
聴

の
場

合
の

補

聴
器

情
報

）
 

-
 

-
 

1
9
6
 

や
ま

び
こ

ル
ー

ム
 

や
ま

び
こ

ル
ー

ム
 

難
聴

と
診

断
さ

れ
た

お
子

さ
ん

担
当

す
る

先
生

へ
 

-
 

6
 

1
9
7 

や
ま

び
こ

ル
ー

ム
 

や
ま

び
こ

ル
ー

ム
 

第
5
回

 
保

護
者

向
け

セ
ミ

ナ
ー

「
こ

と
ば

の
発

達
に

つ
い

て
」

 
2
0
2
2
年
 

4
 

1
9
8
 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー

 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

き
こ

え
に

つ
い

て
2
0
2
2.
6
 

現
地

用
 

資
料

 
2
0
2
2
年
 

6
 

1
9
9
 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー

 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

教
育

に
つ

い
て

 
R
3
年

度
 

資
料

 
2
0
2
1
年
 

2
 

2
0
0
 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー

 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

新
入

園
保

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
2
0
2
1
 
資

料
 

2
0
2
1
年
 

6
 

2
0
1
 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー

 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

聴
覚

言
語

・
発

達
2
0
2
0
 
資

料
 

2
0
2
0
年
 

3
 

2
0
2
 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー

 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

福
祉

制
度

に
つ

い
て

 
R
3
年

度
 

2
0
2
1
年
 

9
 

2
0
3
 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー

 

横
浜

市
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

補
聴

器
に

つ
い

て
 

2
0
2
1
年

 
0
9
0
8.
p
p
tx
 
資

料
 

2
0
2
1
年
 

5
 

2
0
4
 

す
ぎ

の
こ

学
園

 
す

ぎ
の

こ
学

園
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
0
5 

す
ぎ

の
こ

学
園

 
す

ぎ
の

こ
学

園
 

R
3
事

業
概

要
（

完
成

版
）

 
2
0
2
2
年
 

8
3 
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

児
童

発
達

支

援
セ
ン
タ

ー
 

 

2
0
6
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院
 

こ
ど
も
支

援
セ

ン
タ

ー
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

 
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

 

き
こ
え
と

補
聴
器

の
は
な
し

 
-
 

2
0
 

2
0
7
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院
 

こ
ど
も
支

援
セ

ン
タ

ー
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

 
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

 

き
こ

え
な

い
き

こ
え

に
く

い
お
子
さ

ん
を
持
つ

マ
マ
パ

パ
へ

 
-
 

-
 

2
0
8
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院
 

こ
ど
も
支

援
セ

ン
タ

ー
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

 
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

 

難
聴

の
お

子
さ

ん
と

保
護

者
の
た
め

の
難
聴
児

療
育
の

ロ
ー
ド
マ

ッ
プ

 
-
 

-
 

2
0
9
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院
 

こ
ど
も
支

援
セ

ン
タ

ー
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

 
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

 

難
聴

を
も

つ
小

中
高

校
生

の
学

校
生

活
で

大
切

な
こ

と
 

2
0
2
1
年
 

1
4 

2
1
0
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院
 

こ
ど
も
支

援
セ

ン
タ

ー
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

 
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

 

身
体

障
害

者
低

調
の

交
付

手
続
き
の

流
れ
、
身

体
障
碍

者
手
帳
を

持
っ
て

い
な
い

児
へ

の
援

助
に

つ
い

て
 

-
 

2
 

2
1
1
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院
 

こ
ど
も
支

援
セ

ン
タ

ー
 

富
山

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

 
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

 

グ
ル

ー
プ

訓
練

時
の

説
明

資
料

 
-
 

1
2
 

2
1
2
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

子
ど

も
と

の
か

か
わ

り
を

考
え

る
に

あ
た

っ
て

 
-
 

8
 

2
1
3
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

あ
か

ち
ゃ

ん
か

ら
の

き
こ

え
の

相
談

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
1
4
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

赤
ち

ゃ
ん

の
き

こ
え

の
検

査
（

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

）
に

つ
い

て
の

ご

案
内

 

2
0
2
2
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
1
5
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

聴
力

図
 

-
 

1
 

2
1
6
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

補
聴

器
に

つ
い

て
 

-
 

6
 

2
1
7
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

聴
力

検
査

に
つ

い
て

 
-
 

2
 

2
1
8
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

補
聴

器
の

管
理

 
-
 

4
 

2
1
9
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

補
聴

器
の

取
扱

管
理

 
-
 

2
 

2
2
0
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

人
工

内
耳

の
補

聴
効

果
に

つ
い

て
 

-
 

4
 

2
2
1
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

こ
と

ば
に

つ
い

て
①

 
-
 

5
 

2
2
2
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

発
音

の
は

な
し

 
-
 

4
 

2
2
3
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

進
路

に
つ

い
て

（
2
種

類
）

 
-
 

5
 

2
2
4
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

京
都

市
難

聴
児

補
聴

器
購

入
費

助
成

事
業

（
子

ど
も

家
庭

支
援

課
作

成
）

 
-
 

1
 

2
2
5
 

児
童

福
祉

セ
ン

タ
ー

う
さ

ぎ
園

 
児

童
福

祉
セ

ン
タ

ー
う

さ
ぎ

園
 

こ
ど

も
と

の
か

か
わ

り
を

考
え

る
に

あ
た

っ
て

 
-
 

8
 

2
2
6
 

ゆ
う
な
ぎ

園
 

ゆ
う
な
ぎ

園
 

原
稿
『
き

こ
え
の

は
な
し
』

 
-
 

2
3
 

2
2
7
 

ゆ
う

な
ぎ

園
 

ゆ
う

な
ぎ

園
 

聞
こ

え
の

し
く

み
と

必
要

な
配

慮
 

-
 

-
 

2
2
8
 

ゆ
う

な
ぎ

園
 

ゆ
う

な
ぎ

園
 

補
聴

器
作

成
の

ご
案

内
 

-
 

2
 

2
2
9
 

か
な
り
や

学
園

 
か
な
り
や

学
園

 
こ
ぐ
ま
時

期
の
こ

と
ば
と
こ

こ
ろ

 
-
 

1
5
 

2
3
0 

か
な

り
や

学
園

 
か

な
り

や
学

園
 

就
学

に
向

け
て

（
2
0
1
9
 

 
4
歳

児
向

け
）

 
-
 

3
7 

2
3
1 

か
な

り
や

学
園

 
か

な
り

や
学

園
 

2
0
2
2
年

度
入

門
講

座
こ

ぐ
ま

 
2
0
2
2
年
 

1
7 

2
3
2 

か
な

り
や

学
園

 
か

な
り

や
学

園
 

入
園

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 
2
0
2
2
年
 

4
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

児
童

発
達

支

援
セ
ン
タ

ー
 

 

2
3
3 

か
な

り
や

学
園

 
か

な
り

や
学

園
 

R
４

 
2
歳

児
絵

日
記

 
2
0
2
2
年
 

1
5 

2
3
4 

「
ゼ

ノ
」

こ
ば

と
園

 
「

ゼ
ノ

」
こ

ば
と

園
 

り
す

グ
ル

ー
プ

（
2
歳

児
）

き
こ

え
の

学
習

(
2
0
2
2
年

6
月

2
2
日
）

 
2
0
2
2
年
 

2
3 

2
3
5 

「
ゼ

ノ
」

こ
ば

と
園

 
「

ゼ
ノ

」
こ

ば
と

園
 

聴
覚

障
害

に
つ

い
て

（
2
0
2
1
き

こ
え

の
学

習
会

）
 

2
0
2
1
年
 

4
7 

2
3
6
 

香
川

こ
だ

ま
学

園
 

香
川

こ
だ

ま
学

園
 

聴
覚

障
害

に
つ

い
て

 
補

聴
器

・
人

工
内

耳
 

-
 

5
 

2
3
7
 

香
川

こ
だ

ま
学

園
 

香
川

こ
だ

ま
学

園
 

資
料

(
難

聴
児

が
困

る
こ

と
・

ロ
ジ

ャ
ー

編
)
 

-
 

2
 

2
3
8 

香
川

こ
だ

ま
学

園
 

香
川

こ
だ

ま
学

園
 

R
4
保

護
者

学
級

療
育

方
針

 
2
0
2
2
年
 

1
4 

ろ
う

学
校

 
 

2
3
9 

北
海

道
札

幌
聾

学
校

 
北

海
道

札
幌

聾
学

校
 

【
札

幌
聾

学
校

】
R
4
 
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
2
2
年
 

2
 

2
4
0 

北
海

道
札

幌
聾

学
校

 
北

海
道

札
幌

聾
学

校
 

【
札

幌
聾

学
校

】
R
4
 
ポ

ス
タ

ー
 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
4
1 

北
海

道
札

幌
聾

学
校

 
北

海
道

札
幌

聾
学

校
 

【
札

幌
聾

学
校

】
R
４

リ
フ

ァ
ー

後
の

相
談

（
保

健
師

さ
ん

へ
）

 
2
0
2
2
年
 

1
 

2
4
2 

北
海

道
帯

広
聾

学
校

 
北

海
道

帯
広

聾
学

校
 

【
帯

広
聾

学
校

】
 
R
4
乳

幼
児

相
談

室
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
2
2
年
 

2
 

2
4
3 

北
海

道
函

館
聾

学
校

 
北

海
道

函
館

聾
学

校
 

【
函

館
聾

学
校

】
R
4
 
 
教

育
相

談
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 

2
0
2
2
年
 

2
 

2
4
4 

北
海

道
函

館
聾

学
校

 
北

海
道

函
館

聾
学

校
 

【
函

館
聾

学
校

】
R
4
教

育
相

談
ポ

ス
タ

ー
 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
4
5 

北
海

道
函

館
聾

学
校

 
北

海
道

函
館

聾
学

校
 

【
函

館
聾

学
校

】
令

和
４

年
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

乳
相

用
）

 
2
0
2
2
年
 

1
 

2
4
6
 

青
森

県
立

青
森

聾
学

校
 

青
森

県
立

青
森

聾
学

校
 

そ
だ

ち
と

ま
な

び
の

支
援

セ
ン

タ
ー

 
あ

お
も

り
 
（

青
森

聾
学

校
）

 
-
 

2
 

2
4
7
 

青
森

県
立

青
森

聾
学

校
 

青
森

県
立

青
森

聾
学

校
 

教
育

相
談

の
ご

案
内

 
-
 

2
 

2
4
8
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

片
方

の
お

耳
が

聞
こ

え
に

く
い

 
～

一
側

性
難

聴
と

い
い

ま
す

～
 

-
 

1
 

2
4
9
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

見
え

、
聞

こ
え

、
こ

と
ば

、
発

達
が

気
に

な
る

方
の

た
め

の
 
八

戸
盲

学
校

・
八

戸
聾

学
校

 
協

働
 
相

談
支

援
セ
ン

タ
ー
の
ご

案
内

 

-
 

4
 

2
5
0
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

八
戸

盲
学

校
・

八
戸

聾
学

校
 
協
働

 
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
 
サ

テ
ラ

イ
ト

教
室

 
-
 

2
 

2
5
1
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

子
ど

も
へ

の
話

の
仕

方
 

-
 

1
 

2
5
2
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

補
聴

器
の

管
理

 
-
 

1
 

2
5
3
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

青
森

県
立

八
戸

聾
学

校
 

子
ど

も
と

話
を

す
る

と
き

の
配

慮
事

項
 

-
 

1
 

2
5
4
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

そ
だ

ち
と

ま
な

び
の

支
援

セ
ン

タ
ー

 
-
 

2
 

2
5
5
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

そ
だ

ち
と

ま
な

び
の

支
援

セ
ン

タ
ー

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
5
6
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

こ
ん

に
ち

は
。

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
そ

だ
ち

と
ま

な
び

の
支

援
セ

ン
タ

ー
で

す
。

 

-
 

2
 

2
5
7
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

子
育

て
中

の
保

護
者

の
み

な
さ

ま
へ

 
-
 

2
 

2
5
8
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

青
森

県
立

弘
前

聾
学

校
 

小
・

中
学

校
 

高
等

学
校

の
先

生
方

へ
 

-
 

2
 

2
5
9
 

岩
手

県
立

盛
岡

聴
覚

支
援

学
校

 
岩

手
県

立
盛

岡
聴

覚
支

援
学

校
 

き
こ

え
に

く
さ

の
あ

る
児

童
・

生
徒

が
明

る
く

学
校

生
活

を
送

る
た

め
に

 
-
 

4
 

2
6
0
 

岩
手

県
立

盛
岡

聴
覚

支
援

学
校

 
岩

手
県

立
盛

岡
聴

覚
支

援
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

相
談

支
援

の
ご

案
内

 
-
 

4
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
ろ

う
学
校

 
 

2
6
1
 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

ひ
よ

こ
相

談
の

し
お

り
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
6
2 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

令
和

4
年

度
 

早
期

教
育

相
談

の
し

お
り

 
2
0
2
2
年
 

4
 

2
6
3 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

ひ
よ

こ
相

談
だ

よ
り

 
2
0
2
2
年

4
月

 
N
o
.1
 

2
0
2
2
年
 

2
 

2
6
4 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

ひ
よ

こ
相

談
だ

よ
り

 
2
0
2
2
年

5
月

 
N
o
.2
 

2
0
2
2
年
 

2
 

2
6
5 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

ひ
よ

こ
相

談
だ

よ
り

 
2
0
2
2
年

6
月

 
N
o
.3
 

2
0
2
2
年
 

2
 

2
6
6 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

ひ
よ

こ
相

談
だ

よ
り

 
2
0
2
2
年

7
・

8
月

 
N
o
.
4 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
6
7 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

ひ
よ

こ
相

談
だ

よ
り

 
2
0
2
2
年

9
月

 
N
o
.
5 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
6
8
 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
宮

城
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

聴
覚

支
援

学
校

の
地

域
支

援
 

-
 

2
 

2
6
9
 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田
校

 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田

校
 

令
和

4
年

度
 

早
期

教
育

相
談

の
ご

案
内

 
2
0
2
2
年
 

1
 

2
7
0
 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田
校

 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田

校
 

ひ
よ

こ
だ

よ
り

 
R
4
.
5
.2
4 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
7
1
 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田
校

 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田

校
 

ひ
よ

こ
だ

よ
り

 
R
4
.
7
.2
4
.2
6 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
7
2
 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田
校

 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田

校
 

ひ
よ

こ
だ

よ
り

 
R
4
.
9
.2
7 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
7
3
 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田
校

 

宮
城

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
小

牛
田

校
 

ひ
よ

こ
だ

よ
り

 
R
4
.
1
0.
4
 1
1
.1
5 

2
0
2
2
年
 

1
 

2
7
4
 

秋
田

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
秋

田
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
支

援
セ

ン
タ

ー
（

秋
田

県
立

聴
覚

支
援

学
校

内
）

に
あ

る
、

乳

幼
児

教
室

も
も

く
み

で
す

 

-
 

2
 

2
7
5
 

秋
田

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
秋

田
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
支

援
セ

ン
タ

ー
 

-
 

2
 

2
7
6
 

秋
田

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
秋

田
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

補
聴

器
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

 
-
 

2
 

2
7
7
 

秋
田

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
秋

田
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

聴
覚

言
語

発
達

リ
ス

ト
（

田
中

・
遠

藤
）

 
-
 

1
 

2
7
8
 

秋
田
県
立

聴
覚
支

援
学
校

 
秋
田
県
立

聴
覚
支

援
学
校

 
き
こ
え
の

ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
 

難
聴
児

保
護
者
の

た
め
の

教
育
講
座

 
-
 

7
4
 

2
7
9
 

山
形

県
立

山
形

聾
学

校
 

山
形

県
立

山
形

聾
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
育

相
談

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
8
0
 

山
形

県
立

山
形

聾
学

校
 

山
形

県
立

山
形

聾
学

校
 

き
こ

え
に

く
さ

の
あ

る
子

ど
も

が
安

心
し

て
学

校
生

活
を

送
る

た
め

に
【

難
聴

児

支
援

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 
山

形
県

立
山

形
聾
学
校

】
 

-
 

3
 

2
8
1 

福
島

県
立

聴
覚

支
援

学
校

 
福

島
県

立
聴

覚
支

援
学

校
 

【
福

島
聴

支
】

R
4
地

域
支

援
セ

ン
タ

ー
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 
2
0
2
2
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
8
2
 

茨
城

県
立

水
戸

聾
学

校
 

茨
城

県
立

水
戸

聾
学

校
 

小
・

中
・

高
校

生
の

き
こ

え
や

こ
と

ば
の

教
育

相
談

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
8
3
 

茨
城

県
立

水
戸

聾
学

校
 

茨
城

県
立

水
戸

聾
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

教
育

相
談

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
8
4 

茨
城

県
立

水
戸

聾
学

校
 

茨
城

県
立

水
戸

聾
学

校
 

S
C
H
OO
L
 G
U
ID
E
 
「
明

日
も

ま
た

来
た

く
な

る
学

校
」

 
-
 

4
 

2
8
5
 

群
馬

県
立

聾
学

校
幼

稚
部

 
群

馬
県

立
聾

学
校

 
は

じ
め

て
の

補
聴

器
 

-
 

1
8
 



 

45
 

調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

ろ
う
学
校

 
 

2
8
6
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 
聴

覚
障

害
支

援
セ

ン
タ

ー
 

-
 

2
 

2
8
7
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

群
馬

県
聾

学
校

乳
幼

児
教

育
相

談
の

ご
案

内
 

-
 

1
 

2
8
8
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

お
う

ち
で

あ
そ

ぼ
う

！
 
～

こ
と

ば
の

基
礎

は
あ

そ
び

か
ら

。
い

っ
し

ょ
に

あ
そ

ん
で

み
よ

う
。

 

-
 

2
 

2
8
9
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

群
馬

県
立

聾
学

校
 

お
う

ち
で

か
ん

た
ん

、
つ

く
っ

て
み

よ
う

！
て

づ
く

り
お

も
ち

ゃ
 

-
 

4
 

2
9
0
 

東
京

都
立

葛
飾

ろ
う

学
校

 
東

京
都

立
葛

飾
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

 
か

つ
し

か
ひ

よ
こ

ル
ー

ム
 
乳

幼
児

教
育

相
談

 
-
 

2
 

2
9
1
 

東
京

都
立

葛
飾

ろ
う

学
校

 
東

京
都

立
葛

飾
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

 
か

つ
し

か
ひ

よ
こ

ル
ー

ム
 
乳

幼
児

教
育

相
談

 
-
 

1
 

2
9
2
 

筑
波

大
学

付
属

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

筑
波

大
学

付
属

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

乳
幼

児
教

育
相

談
 
け

や
き

ル
ー

ム
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
9
3
 

筑
波

大
学

付
属

聴
覚

特
別

支
援

学
校
幼
稚

部
 

筑
波

大
学

付
属

聴
覚

特
別

支
援

学
校

幼
稚

部
 

は
じ
め
の

い
っ
ぽ

 
―
補
聴

器
に
つ

い
て
―

 
-
 

2
2
 

2
9
4
 

筑
波

大
学

付
属

聴
覚

特
別

支
援

学
校
幼
稚

部
 

筑
波

大
学

付
属

聴
覚

特
別

支
援

学
校

幼
稚

部
 

は
じ
め
の

い
っ
ぽ

 
―
わ
か

る
伝
え

方
―

 
-
 

1
2
 

2
9
5
 

川
崎

市
立

聾
学

校
 

川
崎

市
立

聾
学

校
 

き
こ

え
な

い
き

こ
え

に
く

い
お

子
さ

ん
の

た
め

の
乳

幼
児

教
育

相
談

 
-
 

2
 

2
9
6
 

川
崎

市
立

聾
学

校
 

川
崎

市
立

聾
学

校
 

聴
覚

支
援

セ
ン

タ
ー

 
-
 

1
 

2
9
7 

川
崎

市
立

聾
学

校
 

川
崎

市
立

聾
学

校
 

き
こ

え
な

い
・

き
こ

え
に

く
い

子
を

支
援

す
る

先
生

の
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ

ク
 

2
0
1
6
年
 

6
4 

2
9
8
 

横
浜

市
立

ろ
う

特
別

支
援

学
校

 
横

浜
市

立
ろ

う
特

別
支

援
学

校
 

横
浜

市
に

お
住

ま
い

の
 
聞

こ
え

に
心

配
の

あ
る

赤
ち

ゃ
ん

や
お

子
さ

ん
の

た
め

の
教

育
相

談
の

ご
案

内
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

2
9
9
 

横
須

賀
市

立
ろ

う
学

校
 

横
須

賀
市

立
ろ

う
学

校
 

横
須

賀
市

立
ろ

う
学

校
「

ひ
よ

こ
教

室
」

パ
ン

フ
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
0
0
 

横
須

賀
市

立
ろ

う
学

校
 

横
須

賀
市

立
ろ

う
学

校
 

横
須

賀
市

立
ろ

う
学

校
乳

幼
児

教
育

相
談

資
料

「
き

こ
え

に
く

い
お

子
さ

ん
の

理

解
と

支
援

」
 

2
0
2
2
年
 

2
2 

3
0
1
 

富
山

県
立

高
岡

聴
覚

総
合

支
援

学
校

 

富
山

県
立

高
岡

聴
覚

総
合

支
援

学
校

 

富
山

県
立

高
岡

聴
覚

総
合

支
援

学
校

 
学

校
案

内
 

-
 

4
 

3
0
2
 

石
川

県
立

ろ
う

学
校

 
石

川
県

立
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
の

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
ご

あ
ん

な
い

 
-
 

2
 

3
0
3
 

石
川

県
立

ろ
う

学
校

 
石

川
県

立
ろ

う
学

校
 

乳
幼

児
教

室
の

ご
あ

ん
な

い
 

～
豊

か
な

こ
こ

ろ
と

こ
と

ば
を

育
む

た
め

に
～

 
-
 

4
 

3
0
4
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

保
護

者
学

級
の

ご
案

内
 

-
 

1
 

3
0
5
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

乳
幼

児
教

室
 
保

護
者

学
級

 
手
話

・
指

文
字

 
-
 

5
 

3
0
6
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

き
こ

え
の

し
く

み
と

疾
病

の
サ

イ
ン

 
-
 

3
 

3
0
7
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

聴
覚

障
害

に
つ

い
て

 
-
 

4
 

3
0
8
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

聴
覚

活
用

に
つ

い
て

 
-
 

1
2
 

3
0
9
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

言
葉

の
発

達
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

-
 

1
2
 

3
1
0
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

言
葉

の
発

達
 

-
 

1
 

3
1
1
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

補
聴

器
購

入
に

関
す

る
福

祉
制

度
に

つ
い

て
 

-
 

4
 

3
1
2
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

絵
本

を
た

の
し

も
う

！
 

-
 

3
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

ろ
う
学
校

 
 

3
1
3
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

「
絵

本
の

与
え

方
」

 
-
 

3
 

3
1
4
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

幼
児

の
発

達
と

生
活

 
-
 

5
 

3
1
5
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

聴
覚

障
害

と
人

工
内

耳
 

-
 

6
 

3
1
6
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

就
学

決
定

ま
で

の
流

れ
 

-
 

3
 

3
1
7 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

岐
阜

県
立

岐
阜

聾
学

校
 

令
和

4
年

度
 

就
学

に
つ

い
て

 
2
0
2
2
年
 

2
 

3
1
8
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

難
聴

の
お

子
さ

ん
が

在
籍

す
る
子
ど

も
園
・
幼

稚
園
 

保
育
園
の

先
生
へ

 
-
 

リ
ー
フ
レ

ッ
ト

 

3
1
9
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

絵
日

記
に

挑
戦

！
 

-
 

4
 

3
2
0
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

子
ど

も
の

発
達

段
階

 
幼

児
期

と
乳

幼
児
期
の

特
徴

 
-
 

9
 

3
2
1
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

5
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
2
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

6
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
3
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

7
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
4
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

9
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
5
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

1
0
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
6
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

1
1
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
7
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

1
2
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
8
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

1
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
2
9
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

2
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
3
0
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

3
月

の
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
 

-
 

1
 

3
3
1
 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

子
ど

も
へ

の
話

し
か

け
方

 
-
 

1
 

3
3
2
 

静
岡

県
立

沼
津

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

沼
津

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

乳
幼

児
教

育
相

談
等

作
成

資
料

に
つ

い
て

 
2
0
2
2
年
 

1
 

3
3
3
 

静
岡

県
立

沼
津

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

沼
津

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

乳
幼
児
 

身
振
り

サ
イ
ン
表

 
-
 

2
8
 

3
3
4
 

静
岡

県
立

浜
松

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

静
岡

県
立

浜
松

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

-
 

-
 

5
 

3
3
5
 

愛
知

県
立

岡
崎

聾
学

校
 

愛
知

県
立

岡
崎

聾
学

校
 

こ
と

ば
の

発
達

を
促

す
生

活
を

！
 

-
 

4
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

ろ
う
学
校

 
 

3
3
6
 

愛
知

県
立

岡
崎

聾
学

校
 

愛
知

県
立

岡
崎

聾
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

乳
幼

児
教

育
相

談
あ

ひ
る

ぐ
み

 
-
 

2
 

3
3
7
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

聾
乳

幼
児

教
育

相
談

の
ご

案
内

 
-
 

2
 

3
3
8
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

乳
幼

児
教

育
相

談
は

こ
ん

な
と

こ
ろ

で
す

 
-
 

1
 

3
3
9
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

保
護

者
支

援
パ

パ
マ

マ
応

援
団

 
-
 

1
 

3
4
0 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

保
護

者
用

お
た

よ
り

 
一

覧
 
R
3
年

度
 

2
0
2
1
年
 

1
 

3
4
1
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

う
さ

ぎ
ぐ

み
だ

よ
り

１
８

 
初

秋
の

服
選

び
 

-
 

1
 

3
4
2
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

ひ
よ

こ
ぐ

み
だ

よ
り

１
５

 
散

歩
の

す
す

め
 

-
 

1
 

3
4
3
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

愛
知

県
立

千
種

聾
学

校
 

ピ
ヨ

ピ
ヨ

だ
よ

り
８

 
写

真
カ

ー
ド

を
作

り
ま

し
ょ

う
 

-
 

1
 

3
4
4
 

愛
知

県
立

豊
橋

聾
学

校
 

愛
知

県
立

豊
橋

聾
学

校
 

豊
橋

聾
学

校
ひ

よ
こ

ぐ
み

 
乳

幼
児

教
育

相
談

 
-
 

4
 

3
4
5 

愛
知

県
立

一
宮

聾
学

校
 

愛
知

県
立

一
宮

聾
学

校
 

【
一

宮
聾

】
R
4
年

版
・

教
育

相
談

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 
2
0
2
2
年
 

2
 

3
4
6
 

京
都

府
立

聾
学

校
 

京
都

府
立

聾
学

校
 

京
都

府
聴

覚
支

援
セ

ン
タ

ー
ご

案
内

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
4
7
 

京
都

府
立

聾
学

校
 

京
都

府
立

聾
学

校
 

さ
く

ら
ん

ぼ
教

室
開

設
 

-
 

2
 

3
4
8
 

京
都

府
立

聾
学

校
 
舞

鶴
分

校
 

京
都

府
立

聾
学

校
 
舞

鶴
分

校
 

聞
こ

え
に

く
い

と
分

か
っ

た
お

子
さ

ん
の

た
め

の
乳

幼
児

教
育

相
談

（
通

称
 
ひ

よ
こ

組
）

 

-
 

2
 

3
4
9
 

生
野

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 
大

阪
府

立
生

野
聴

覚
特

別
支

援

学
校

 

「
言

葉
の

習
得

が
」

が
私

た
ち
の
目

標
で
す
。

 
-
 

2
 

3
5
0
 

生
野

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 
大

阪
府

立
生

野
聴

覚
特

別
支

援

学
校

 

2
0
2
2
年

度
子

育
て

講
座

”
き

こ
え

”
と

”
こ

と
ば

”
を

育
て

る
た

め
に

 
2
0
2
2
年
 

2
 

3
5
1
 

大
阪

府
立

堺
聴

覚
支

援
学

校
 

大
阪

府
立

堺
聴

覚
支

援
学

校
 

大
阪

府
立

堺
聴

覚
支

援
学

校
 
聴
覚

支
援

セ
ン

タ
ー

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
5
2
 

大
阪

府
立

堺
聴

覚
支

援
学

校
 

大
阪

府
立

堺
聴

覚
支

援
学

校
 

0
歳

か
ら

5
歳

の
き

こ
え

と
こ

と
ば

の
相

談
 

-
 

2
 

3
5
3
 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学
校

 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

聞
こ

え
の

そ
う

だ
ん

 
-
 

3
（

リ
ー

フ

レ
ッ
ト
）

 

3
5
4
 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学
校

 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

0
歳

児
集

団
教

室
（

月
1
回

程
度
）

 
-
 

2
 

3
5
5
 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学
校

 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

親
子

で
絵

本
を

楽
し

も
う

！
 

-
 

1
 

3
5
6
 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学
校

 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

兵
庫

県
こ

ば
と

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 
学

校
案

内
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
5
7
 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学
校

 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

お
す

す
め

絵
本

リ
ス

ト
 

1
歳

児
 

-
 

1
 

3
5
8
 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学
校

 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

お
す

す
め

絵
本

リ
ス

ト
 

2
歳

児
 

-
 

1
 

3
5
9
 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学
校

 

兵
庫

県
立

こ
ば

と
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

お
す

す
め

絵
本

リ
ス

ト
 

3
歳

児
 

-
 

1
 

3
6
0 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

学
校

要
覧

 
令

和
4
年

度
 

奈
良
県

立
ろ

う
学

校
 

2
0
2
2
年
 

4
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

ろ
う
学
校

 
 

3
6
1 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

令
和

4
年

度
 

幼
児

児
童

生
徒

資
料

 
2
0
2
2
年
 

2
 

3
6
2 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
の

し
く

み
と

補
聴

機
器

 
2
0
2
1
年
 

1
1 

3
6
3 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
に

関
わ

る
福

祉
・

教
育

制
度

 
2
0
2
2
年
 

6
 

3
6
4 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

こ
と

ば
の

土
台

を
は

ぐ
く

む
 

2
0
2
2
年
 

5
 

3
6
5
 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

ひ
よ

こ
ぐ

み
 
入

門
講

座
の

ご
案

内
 

-
 

1
 

3
6
6
 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
 
教

育
相

談
の

ご
案

内
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
6
7
 

和
歌

山
県

立
和

歌
山

ろ
う

学
校

 
和

歌
山

県
立

和
歌

山
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

相
談

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
6
8
 

和
歌

山
県

立
和

歌
山

ろ
う

学
校

 
和

歌
山

県
立

和
歌

山
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
 

こ
ん

な
こ

と
あ

り
ま

せ
ん

か
 

-
 

2
 

3
6
9
 

島
根

県
立

松
江

ろ
う

学
校

 
島

根
県

立
松

江
ろ

う
学

校
 

松
江

ろ
う

学
校

 
乳

幼
児

教
育

相
談

 
「

こ
と

り
ぐ

み
」

 
-
 

1
 

3
7
0
 

島
根

県
立

松
江

ろ
う

学
校

 
島

根
県

立
松

江
ろ

う
学

校
 

松
江

ろ
う

学
校

 
乳

幼
児

教
育

相
談

の
ご

案
内

 
-
 

1
 

3
7
1
 

島
根

県
立

松
江

ろ
う

学
校

 
島

根
県

立
松

江
ろ

う
学

校
 

乳
幼

児
教

育
相

談
の

取
り

組
み

「
新

生
児

聴
覚

検
査

を
経

た
乳

幼
児

の
フ

ォ
ロ

ー

ア
ッ

プ
の

課
題

」
 

2
0
0
7
年
 

1
1 

3
7
2 

益
田

市
保

険
師

研
修

会
 

島
根

県
立

松
江

ろ
う

学
校

 
益

田
市

に
お

け
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
を

考
え

る
 

2
0
1
3
年
 

4
 

3
7
3
 

島
根

県
立

松
江

ろ
う

学
校

 
島

根
県

立
松

江
ろ

う
学

校
 

難
聴

疑
似

体
験

を
利

用
し

た
聴

覚
障

害
の

理
解

と
受

容
に

関
す

る
支

援
 

-
 

2
 

3
7
4
 

島
根

県
立

松
江

ろ
う

学
校

 
島

根
県

立
松

江
ろ

う
学

校
 

聾
学

校
の

セ
ン

タ
ー

的
機

能
を

も
っ

た
地

域
支

援
の

取
り

組
み

 
-
 

2
 

3
7
5
 

島
根
県
立

松
江
ろ

う
学
校

 
島
根
県
立

松
江
ろ

う
学
校

 
ろ
う
学
校

乳
幼
児

教
育
相
談

に
お
け

る
個
別
の

家
族
支

援
プ
ロ
グ

ラ
ム

 
-
 

1
2
 

3
7
6 

島
根

県
立

松
江

ろ
う

学
校

 
島

根
県

立
松

江
ろ

う
学

校
 

公
立

ろ
う

学
校

に
お

け
る

難
聴

児
早

期
支

援
 

2
0
2
1
年
 

1
2 

3
7
7
 

島
根
県
立

松
江
ろ

う
学
校

 
島
根
県
立

松
江
ろ

う
学
校

 
学
校
経
営

に
お
け

る
乳
幼
児

教
育
相

談
の
位
置

付
け

 
-
 

2
4
 

3
7
8
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

き
こ

え
や

こ
と

ば
に

不
安

が
あ

る
 

0
歳

児
か

ら
の

乳
幼

児
相

談
室

 
-
 

1
 

3
7
9
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

岡
山

聾
学

校
 
き

こ
え

の
相

談
室

 
-
 

2
 

3
8
0
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

岡
山

県
立

岡
山

聾
学

校
 

難
聴

の
子

ど
も

の
た

め
の

通
級

指
導

教
室

 
-
 

1
 

3
8
1
 

広
島

県
立

尾
道

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
尾

道
特

別
支

援
学

校
 

教
育

相
談

の
御

案
内

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
8
2
 

広
島

県
立

尾
道

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
尾

道
特

別
支

援
学

校
 

セ
ン

タ
ー

的
機

能
の

御
案

内
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
8
3 

広
島

県
立

尾
道

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
尾

道
特

別
支

援
学

校
 

令
和

４
年

度
聴

覚
障

害
部

門
御

案
内

 
2
0
2
2
年
 

2
 

3
8
4
 

広
島

県
立

呉
南

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
呉

南
特

別
支

援
学

校
 

広
島

県
立

呉
南

特
別

支
援

学
校

 
『

き
こ

え
』

と
『

こ
と

ば
』

に
関

す
る

教
育

相

談
の

御
案

内
 

-
 

2
 

3
8
5
 

広
島

県
立

呉
南

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
呉

南
特

別
支

援
学

校
 

図
で

聞
こ

え
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

と
 

-
 

1
 

3
8
6
 

広
島

県
立

広
島

南
特

別
支

援
学

校
 

広
島

県
立

広
島

南
特

別
支

援
学

校
 

令
和

４
年

度
幼

稚
部

の
し

お
り

 
2
0
2
2
年
 

7
 

3
8
7
 

広
島

県
立

広
島

南
特

別
支

援
学

校
 

広
島

県
立

広
島

南
特

別
支

援
学

校
 

広
島

県
立

広
島

南
特

別
支

援
学
校
 

聴
覚
障
害

教
育
相

談
支
援
セ

ン
タ
ー

 
教
育

相
談

の
ご

案
内

 

-
 

2
 



 

49
 

調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

ろ
う
学
校

 
 

3
8
8 

広
島

県
立

尾
道

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
尾

道
特

別
支

援
学

校
 

【
令

和
４

年
度

】
教

育
相

談
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

幼
保

向
け

）
 

2
0
2
2
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
8
9 

広
島

県
立

尾
道

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
尾

道
特

別
支

援
学

校
 

【
令

和
４

年
度

】
乳

幼
児

教
育

相
談

ポ
ス

タ
ー

 
2
0
2
2
年
 

2
 

3
9
0 

広
島

県
立

尾
道

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
尾

道
特

別
支

援
学

校
 

R
4
聴

覚
障

害
部

門
の

案
内

 
2
0
2
2
年
 

2
 

3
9
1
 

広
島

県
立

尾
道

特
別

支
援

学
校

 
広

島
県

立
尾

道
特

別
支

援
学

校
 

教
育

相
談

の
御

案
内

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

3
9
2
 

山
口

県
立

山
口

南
総

合
支

援
学

校
 

山
口

県
立

山
口

南
総

合
支

援
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

乳
幼

児
教

育
相

談
 

-
 

1
 

3
9
3
 

徳
島
県
立

徳
島
聴

覚
支
援
学

校
 

徳
島
県
立

徳
島
聴

覚
支
援
学

校
 

聴
覚
障
が

い
児
の

理
解
に
む

け
て

 
-
 

1
3
 

3
9
4
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

補
聴

器
の

管
理

 
-
 

1
 

3
9
5
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

補
聴

器
の

乾
燥

機
の

使
い

方
 

-
 

1
 

3
9
6
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

イ
ヤ

ー
モ

ー
ル

ド
（

耳
型

）
の

掃
除

の
方

法
 

-
 

1
 

3
9
7
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

補
聴

器
装

用
時

の
反

応
 

-
 

1
 

3
9
8
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

（
耳

の
構

造
に

関
す

る
資

料
）

 
-
 

1
 

3
9
9
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

伝
音

難
聴

 
感

音
難

聴
 

-
 

1
 

4
0
0
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

オ
ー

ジ
オ

グ
ラ

ム
 

-
 

6
 

4
0
1
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

（
補

聴
器

・
人

工
内

耳
医

に
関

す
る

資
料

）
 

-
 

1
 

4
0
2
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

話
す

と
き

の
配

慮
 

-
 

1
 

4
0
3
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

日
常

生
活

で
困

る
こ

と
 
災

害
時

に
困

る
こ

と
 

-
 

1
 

4
0
4
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

通
級

指
導

教
室

 
-
 

2
 

4
0
5
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

巡
回

相
談

 
-
 

1
 

4
0
6
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

 
(
耳

の
構

造
に

関
す

る
資

料
)
 

-
 

1
 

4
0
7
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
徳

島
県

立
徳

島
聴

覚
支

援
学

校
 

教
育

相
談

の
ご

案
内

 
-
 

1
 

4
0
8
 

香
川

県
立

聾
学

校
 

香
川

県
立

聾
学

校
 

夢
に

向
か

っ
て

チ
ャ

レ
ン

ジ
！

 
-
 

6
 

4
0
9
 

香
川

県
立

聾
学

校
 

香
川

県
立

聾
学

校
 

「
ひ

よ
こ

ぐ
み

」（
乳

幼
児

教
育

相
談

）
の

ご
案

内
 

-
 

2
 

4
1
0
 

愛
媛

県
立

松
山

聾
学

校
 

愛
媛

県
立

松
山

聾
学

校
 

教
育

相
談

の
ご

案
内

 
-
 

2
 

4
1
1
 

愛
媛

県
立

松
山

聾
学

校
幼

稚
部

 
愛

媛
県

立
松

山
聾

学
校

 
令

和
〇

年
度

 
幼

稚
部

行
事

の
ご

案
内

 
-
 

1
 

4
1
2
 

高
知

県
立

高
知

ろ
う

学
校

 
高

知
県

立
高

知
ろ

う
学

校
 

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

／
高

知
ろ

う
学

校
 

-
 

1
 

4
1
3 

九
州

聾
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

九
州

聾
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

聞
こ

え
る

子
も

聞
こ

え
な

い
子

も
 

手
で

話
そ

う
 

赤
ち

ゃ
ん

手
話

 
2
0
2
1
年
 

2
0 

4
1
4
 

福
岡

県
久

留
米

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

福
岡

県
久

留
米

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 

よ
う

こ
そ

聞
こ

え
な

い
赤

ち
ゃ

ん
 

2
0
2
1
年
 

1
3
6 

4
1
5
 

佐
賀

県
立

ろ
う

学
校

 
佐

賀
県

立
ろ

う
学

校
 

お
子

様
さ

ま
の

 
き

こ
え

や
こ

と
ば

を
 
育

て
る

た
め

に
 
相

談
し

て
み

ま
せ

ん

か
。

 

-
 

2
 



 

50
 

調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

ろ
う
学
校

 
 

4
1
6
 

佐
賀

県
立

ろ
う

学
校

 
佐

賀
県

立
ろ

う
学

校
 

つ
ぼ

み
だ

よ
り

 
1
0
月

号
 

-
 

1
 

4
1
7
 

長
崎

県
立

ろ
う

学
校

 
佐

世
保

分
教
室

 

長
崎

県
立

ろ
う

学
校

 
佐

世
保

分
教

室
 

き
こ

え
や

こ
と

ば
の

発
達

が
気
に
な

る
お
子
さ

ん
の
関

係
機
関
・

保
護
者

の
皆
様

へ
 
乳

幼
児

教
育

相
談

 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

4
1
8
 

熊
本

県
立

熊
本

聾
学

校
 

熊
本

県
立

熊
本

聾
学

校
 

赤
ち

ゃ
ん

か
ら

の
き

こ
え

と
育

ち
の

相
談

 
-
 

2
 

4
1
9
 

熊
本

県
立

熊
本

聾
学

校
 

熊
本

県
立

熊
本

聾
学

校
 

赤
ち

ゃ
ん

か
ら

の
き

こ
え

や
こ

と
ば

子
育

て
の

相
談

室
 
う

さ
ぎ

ル
ー

ム
 

-
 

6
 

4
2
0
 

大
分

県
立

聾
学

校
 

大
分

県
立

聾
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

支
援

セ
ン

タ
ー

 
み

み
サ

ポ
お

お
い

た
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

4
2
1
 

大
分

県
立

聾
学

校
 

大
分

県
立

聾
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

 
～

０
歳

児
か

ら
の

教
育

相
談

～
 

-
 

2
 

4
2
2
 

宮
崎

県
延

岡
し

ろ
や

ま
支

援
学

校
 

宮
崎

県
延

岡
し

ろ
や

ま
支

援
学

校
 

乳
幼

児
の

き
こ

え
と

こ
と

ば
の
相
談

 
よ
う
こ

そ
！
乳

幼
児
教
育

相
談
 

ひ
よ
こ

ぐ
み

へ
 

-
 

1
 

4
2
3
 

宮
崎

県
延

岡
し

ろ
や

ま
支

援
学

校
 

宮
崎

県
延

岡
し

ろ
や

ま
支

援
学

校
 

0
歳

か
ら

の
き

こ
え

・
こ

と
ば
の
教

育
相
談

 
-
 

1
 

4
2
4
 

宮
崎

県
立

都
城

さ
く

ら
聴

覚
支

援
学
校

 

宮
崎

県
立

都
城

さ
く

ら
聴

覚
支

援
学

校
 

都
城

さ
く

ら
聴

覚
支

援
学

校
 
教
育

相
談
の
御

案
内

 
-
 

1
 

4
2
5
 

宮
崎

県
立

都
城

さ
く

ら
聴

覚
支

援
学
校

 

宮
崎

県
立

都
城

さ
く

ら
聴

覚
支

援
学

校
 

乳
幼

児
の

き
こ

え
と

こ
と

ば
の
相
談

 
県
央
地

区
の
よ

う
こ
そ
！

乳
幼
児

教
育
相

談
 
ぴ

よ
ぴ

よ
 

-
 

1
 

4
2
6
 

宮
崎

県
立

都
城

さ
く

ら
聴

覚
支

援
学
校

 

宮
崎

県
立

都
城

さ
く

ら
聴

覚
支

援
学

校
 

乳
幼

児
の

き
こ

え
と

こ
と

ば
の
相
談

 
よ
う
こ

そ
！
乳

幼
児
教
育

相
談
 

ひ
よ
こ

ぐ
み

へ
 

-
 

1
 

4
2
7 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

き
こ

え
の

ガ
イ

ド
 

2
0
2
1
年
 

3
2 

4
2
8
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

〈
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
：

生
活

編
〉

 
-
 

1
 

4
2
9
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

〈
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
：

う
た

あ
そ

び
編

〉
 

-
 

1
 

4
3
0
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

〈
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
：

音
へ

の
気

付
き

編
〉

 
-
 

1
 

4
3
1
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

身
振

り
サ

イ
ン

一
覧

表
 

-
 

3
 

4
3
2
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

0
歳

か
ら

の
鹿

児
島

聾
学

校
聴

覚
相

談
セ

ン
タ

ー
乳

幼
児

教
育

相
談

 
-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

4
3
3
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

楽
し

い
水

あ
そ

び
 

-
 

1
 

4
3
4
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

令
和

4
年

度
 

県
立

鹿
児

島
聾

学
校

 
乳

幼
児

教
育

相
談

 
出

張
相

談
の

御
案

内
 

2
0
2
2
年
 

1
 

4
3
5
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

一
側

性
難

聴
の

お
と

も
だ

ち
、

み
ん

な
で

遊
ぼ

う
 
令

和
4
年
 

一
側

性
難

聴
の

つ
ど

い
の

御
案

内
 

2
0
2
2
年
 

1
 

4
3
6 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

ぴ
よ

ぴ
よ

 
N
o
.
2 

2
0
2
2
年
 

1
 

4
3
7 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

ぴ
よ

ぴ
よ

 
N
o
.
3 

2
0
2
2
年
 

2
 

4
3
8 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

ぴ
よ

ぴ
よ

 
N
o
.
4 

2
0
2
2
年
 

2
 

4
3
9 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

R
4
 

あ
か

乳
幼

児
教

育
相

談
 

ミ
ニ

学
習

会
・

保
護

者
支

援
計

画
 

2
0
2
2
年
 

1
 

4
4
0 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

R
4
 

あ
お

乳
幼

児
教

育
相

談
 

ミ
ニ

学
習

会
・

保
護

者
支

援
計

画
 

2
0
2
2
年
 

1
 

4
4
1 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

鹿
児

島
県

立
鹿

児
島

聾
学

校
 

R
4
 
き

い
ろ

乳
幼

児
教

育
相

談
 

ミ
ニ

学
習

会
・

保
護

者
支

援
計

画
 

2
0
2
2
年
 

1
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
そ

の
他
 

 

4
4
2 

委
員

（
北

様
）

 
S
O
D
A
の

会
 

「
聞

こ
え

る
き

ょ
う

だ
い

」
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
～

聞
こ

え
な

い
・

聞
こ

え
に

く

い
お

子
さ

ん
の

親
・

祖
父

母
・

周
囲

の
大
人
の

皆
さ
ま

へ
～

 

-
 

3
 

4
4
3
 

委
員

（
北

様
）

 
き

こ
い

ろ
（

片
耳

難
聴

の
情

報
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

サ
イ

ト
）

 

き
こ

い
ろ

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 

-
 

リ
ー
フ
レ

ッ
ト

 

4
4
4 

委
員

（
北

様
）

 
日

本
乳

幼
児

精
神

保
健

学
会

 
乳

幼
児

の
権

利
に

つ
い

て
の

W
A
I
M
H
の

立
場

表
明

書
 

2
0
1
6
年
 

2
 

4
4
5 

委
員

（
北

様
）

 
埼

玉
県

立
小

児
医

療
セ

ン
タ

ー
 

難
聴

の
お

子
さ

ん
を

お
も

ち
の

保
護

者
の

み
な

さ
ま

へ
～

基
礎

編
～

（
P
D
F
：

9
4
7
KB
）

 

-
 

1
4 

4
4
6
 

委
員

（
北

様
）

 
埼

玉
県

立
小

児
医

療
セ

ン
タ

ー
 

難
聴

の
お

子
さ

ん
を

お
も

ち
の

保
護

者
の

み
な

さ
ま

へ
～

子
育

て
編

～
（

P
D
F
：

7
1
6
KB
）

 

-
 

1
1 

4
4
7
 

委
員
（
武

居
様
）

 
呉
竹
七
恵

先
生

 
通
級
指
導

教
室
に

お
け
る
一

側
性
難

聴
児
へ
の

支
援
 
 

-
 

1
5
 

4
4
8 

委
員

（
武

居
様

）
 

難
聴

児
支

援
教

材
研

究
会

 
「

難
聴

児
は

ど
ん

な
こ

と
で

困
る

の
か

？
」

 
2
0
2
2
年
 

7
1 

4
4
9
 

委
員

（
武

居
様

）
 

上
越

市
立

大
町

小
学

校
難

聴
通

級
指

導
教

室
 

保
護

者
向

け
難

聴
理

解
研

修
 

-
 

6
 

4
5
0
 

委
員

（
武

居
様

）
 

上
越

市
立

大
町

小
学

校
難

聴
通

級
指

導
教

室
 

一
側

性
難

聴
 

-
 

2
 

4
5
1
 

委
員

（
福

島
様

）
 

ア
メ

リ
カ

疾
病

予
防

管
理

セ
ン

タ
ー

 

A
 
P
ar
e
nt
'
s 
G
ui
de
 
t
o 
H
ea
r
in
g
 L
os
s
（

W
e
b
サ

イ
ト

）
 

2
0
2
2
年
 

 
 

4
5
2 

委
員

（
福

島
様

）
 

J
o
u
na
l
 o
f
 C
l
in
ic
a
l
 

M
e
d
ic

i
ne
 

保
護

者
へ

の
支

援
に

関
す

る
論

文
 

2
0
2
2
年
 

1
6 

4
5
3 

委
員

（
福

島
様

）
 

M
e
d
ic
a
l 
O
nl
i
ne
 

『
J
O
H
N
S
』

Vo
l
.2
6 
N
o
,9
 

2
0
1
0
年
 

1
 

4
5
4 

委
員

（
福

島
様

）
 

N
a
t
io
n
al
 
He
a
lt
h 
S
e
rv
i
ce
 

N
e
w
bo
r
n 
h
ea
r
in
g 
s
c
re
e
ni
n
g
（

We
b
サ

イ
ト

）
 

2
0
2
1
年
 

 
 

4
5
5 

委
員

（
福

島
様

）
 

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

 
聴

覚
障

害
児

の
日

本
語

言
語

発
達

の
た

め
に

～
A
L
A
D
J
IN

の
す

す
め

～
 

2
0
1
2
年
 

2
6
7 

4
5
6
 

委
員

（
守

本
様

）
 

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

国
際

協
会

 
赤

ち
ゃ

ん
の

き
こ

え
～

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

の
ス

ス
メ

～
 

-
 

6
 

4
5
7
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

研
究

開
発

法
人

 
日

本
医

療

研
究

開
発

機
構

 

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
（

国
立
研
究

開
発
法

人
 
日
本
医
療

研
究

開
発
機
構

・
九
州

大
学
）

 
-
 

6
4
 

4
5
8
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

研
究

開
発

法
人

 
日

本
医

療

研
究

開
発

機
構

 

保
護

者
Ｃ

Ｂ
Ｔ

 
V
o
l
.
1
 

ト
ラ

ウ
マ

と
は

？
自

分
の
”
気

持
ち
”
に

気
付
い

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

-
 

2
6 

4
5
9
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

研
究

開
発

法
人

 
日

本
医

療

研
究

開
発

機
構

 

保
護

者
Ｃ

Ｂ
Ｔ

 
V
o
l
.
2
 
子

ど
も

の
発

達
 

各
時

期
の
発

達
課
題
と

思
春
期

に
む

け
て

 

-
 

1
6 

4
6
0
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

研
究

開
発

法
人

 
日

本
医

療

研
究

開
発

機
構

 

保
護

者
Ｃ

Ｂ
Ｔ

 
V
o
l
.
4
 

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

 
疲
れ
た

頭
を
リ
フ

レ
ッ
シ

ュ
！

～
マ

イ
ン

ド
フ

ル
ネ

ス
を

取
り

入
れ

よ
う
～

 

-
 

2
4 

4
6
1
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

研
究

開
発

法
人

 
日

本
医

療

研
究

開
発

機
構

 

保
護

者
Ｃ

Ｂ
Ｔ

 
V
o
l
.
5
 

こ
れ

か
ら

の
わ

が
子

に
 

-
 

1
4 

4
6
2 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

 
 
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
 

お
子

さ
ん

の
行

動
へ

の
対

応
の

し
か

た
 
V
o
l
.2
 

-
 

6
 

4
6
3 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

 
 
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
 

お
子

さ
ん

の
行

動
へ

の
対

応
の

し
か

た
 
V
o
l
.3
 

-
 

8
 

4
6
4
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

 

こ
こ

ろ
の

診
療

部
 

～
子

育
て

中
の

あ
な

た
へ

～
 

2
0
2
0
年
 

1
6 
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

そ
の
他

 
 

4
6
5
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

 

こ
こ

ろ
の

診
療

部
 
リ

エ
ゾ

ン

診
療

科
 

入
院

中
の

思
春

期
の

子
ど

も
に

対
し

て
親

と
し

て
で

き
る

こ
と

 
2
0
1
9
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

4
6
6
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

 

こ
こ

ろ
の

診
療

部
 
リ

エ
ゾ

ン

診
療

科
 

入
院

中
の

子
ど

も
の

心
の

ケ
ア

～
保

護
者

の
皆

様
へ

～
 

2
0
2
1
年
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

4
6
7
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

特
別

支
援

教
育

総
合

研
究

所
 

難
聴

児
の

切
れ

目
な

い
支

援
体
制
構

築
と
更
な

る
支
援

の
推
進
に

向
け
た

研
修
パ

ッ
ケ

ー
ジ

 

-
 

-
 

4
6
8
 

委
員

（
守

本
様

）
 

国
立

特
別

支
援

教
育

総
合

研
究

所
 

聴
覚

障
害

教
育

Q
&
A
5
0
～

聴
覚

に
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

指
導

・
支

援
～

 
-
 

5
7 

4
6
9
 

委
員

（
守

本
様

）
 

東
京

医
療

セ
ン

タ
ー

(
加

我
先

生
)
 

東
京

医
療

セ
ン

タ
ー

の
加

我
先

生
の

研
究

班
が

作
成

し
た

資
料

 
2
0
1
2
年
 

4
 

4
7
0
 

委
員

（
山

根
様

）
 

一
般

財
団

法
人

全
日

本
ろ

う
あ

連
盟

 

ろ
う

あ
連

盟
青

年
部

役
員

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
 

2
0
2
2
年
 

4
 

4
7
1
 

委
員

（
山

根
様

）
 

一
般

財
団

法
人

全
日

本
ろ

う
あ

連
盟

 

全
日

本
ろ

う
あ

連
盟

季
刊

M
i
m
i
 
N
o
.1
7
6 

2
0
2
2
年
 

6
8 

4
7
2
 

委
員

（
山

根
様

）
 

公
益

社
団

法
人

鳥
取

県
聴

覚
障

害
者

協
会

 

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

「
き

き
」
の
リ

フ
レ
ッ
ト

 
-
 

リ
ー
フ
レ

ッ
ト

 

4
7
3 

日
本

乳
幼

児
精

神
保

健
学

会
 

W
A
I
MH
 

W
A
I
MH
 
Po
s
it
i
on
 P
a
p
er
 
Ri
g
ht
s
 o
f 
I
n
fa
n
ts
 

2
0
1
6
年
 

3
 

4
7
4
 

明
晴

学
園

 
明

晴
学

園
 

言
語

発
達

思
考

力
 

-
 

8
 

4
7
5
 

明
晴
学
園

 
明
晴
学
園

 
聞
こ
え
な

い
・
聞

こ
え
に
く

い
赤
ち

ゃ
ん
の
育

て
方

 
-
 

1
6
 

4
7
6
 

明
晴

学
園

 
明

晴
学

園
 

明
晴

プ
レ

ス
ク

ー
ル

め
だ

か
 

-
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

4
7
7 

明
晴

学
園

 
明

晴
学

園
 

日
本

手
話

の
文

法
 

用
語

の
解

説
と

働
き

①
 

2
0
2
1
年
 

1
 

4
7
8 

明
晴

学
園

 
明

晴
学

園
 

め
だ

か
の

実
践

報
告

～
生

後
5
ヵ

月
か

ら
Y
E
S
/
N
O
疑

問
分

、
1
0
ヵ

月
で

幼
児

語
が

み
ら

れ
る

～
 

-
 

8
 

4
7
9
 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の
会

 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の

会
 

親
の

会
通

信
 

N
o
.
1
4
8 

2
0
2
0
年
 

1
4 

4
8
0
 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の
会

 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の

会
 

親
の

会
通

信
 

N
o
.
1
4
9 

2
0
2
0
年
 

1
0 

4
8
1
 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の
会

 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の

会
 

親
の

会
通

信
 

N
o
.
1
5
0 

2
0
2
0
年
 

1
0 

4
8
2
 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の
会

 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の

会
 

親
の

会
通

信
 

N
o
.
1
5
1 

2
0
2
1
年
 

1
4 

4
8
3
 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の
会

 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の

会
 

親
の

会
通

信
 

N
o
.
1
5
2 

2
0
2
1
年
 

1
0 

4
8
4
 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の
会

 

埼
玉

県
難

聴
児

（
者

）
を

持
つ

親
の

会
 

親
の

会
通

信
 

N
o
.
1
5
3 

2
0
2
1
年
 

1
4 

4
8
5
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

子
ど

も
の

軽
度

難
聴

・
片

耳
難

聴
を

見
逃

さ
な

い
た

め
に

 
-
 

9
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
 

そ
の
他

 
 

4
8
6
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

聞
こ

え
て

い
る

よ
う

に
見

え
て

も
聞

こ
え

に
く

い
、

難
聴

の
あ

る
子

ど
も

た
ち

 
2
0
2
0
年
 

8
 

4
8
7
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

み
ん

な
で

「
聞

こ
え

の
チ

ェ
ッ

ク
」

を
広

め
ま

し
ょ

う
。

 
2
0
1
8
年
 

2
 

4
8
8
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

自
分

の
難

聴
に

つ
い

て
説

明
す

る
 

2
0
2
0
年
 

2
0 

4
8
9
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

難
聴

の
あ

る
人

と
話

し
て

み
る

 
2
0
2
0
年
 

4
 

4
9
0
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

お
子

さ
ん

の
聞

こ
え

の
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

み
ま

せ
ん

か
？

 
-
 

4
 

4
9
1
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

お
子

さ
ん

の
聞

こ
え

の
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

み
ま

せ
ん

か
？

(
カ

ラ
ー

チ
ラ

シ
)
 

-
 

2
 

4
9
2
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

図
書

や
啓

発
資

料
の

ご
紹

介
 

-
 

2
 

4
9
3
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

３
１

．
０

３
活

動
報

告
書

の
原

稿
３

(
P
D
F
9)
 

2
0
1
9
年
 

8
 

4
9
4
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

A
.
聞

こ
え

ネ
ッ

ト
「

活
動

の
概

要
」

Ａ
４

 
2
0
1
9
年
 

4
 

4
9
5
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

B
.
保

護
者

向
け

チ
ラ

シ
(
4
ペ

ー
ジ

）
 

-
 

2
 

4
9
6
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

C
.
保

護
者

向
け

 
ポ

ス
タ

ー
 

-
 

2
 

4
9
7
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

D
.
専

門
職

向
け

 
ち

ら
し

_
う

ら
 

2
0
1
8
年
 

1
 

4
9
8
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

D
.
専

門
職

向
け

 
ち

ら
し

_
お

も
て

 
2
0
1
8
年
 

1
 

4
9
9
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

E
.
難

聴
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
(
8
ペ

ー
ジ

)
 

2
0
1
3
年
 

4
 

5
0
0
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

F
.
難

聴
に

つ
い

て
周

り
の

人
に

説
明

す
る

資
料

１
 

2
0
2
0
年
 

4
 

5
0
1
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

G
.
難

聴
に

つ
い

て
周

り
の

人
に

説
明

す
る

資
料

２
 

2
0
2
0
年
 

2
0 

5
0
2
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

H
.
聞

こ
え

ネ
ッ

ト
「

活
動

報
告

」
2
0
1
7
年

 
2
0
1
8
年
 

4
 

5
0
3
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

H
.
聞

こ
え

ネ
ッ

ト
「

活
動

報
告

」
2
0
1
8
年

 
2
0
1
9
年
 

8
 

5
0
4
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

H
.
聞

こ
え

ネ
ッ

ト
「

活
動

報
告

」
2
0
1
9
年

 
2
0
2
0
年
 

8
 

5
0
5
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
る

会
 

こ
ど

も
の

き
こ

え
小

百
科

－
小

児
難

聴
の

発
見

と
支

援
－

 
-
 

9
6
 

5
0
6
 

さ
っ

ぽ
ろ

子
ど

も
の

聞
こ

え
相

談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
作

る
会

 

札
幌

市
医

師
会

 
2
0
2
0
年

1
2
月

0
9
日

札
幌

医
師

会
雑

誌
き

こ
え

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

2
0
2
0
年
 

2
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調
査

種
別

 
提

供
者

種
別

 
N

o
 

提
供

者
・
推

薦
者

 
発

行
機

関
・
団

体
・
施

設
名

 
資

料
名

 
発

行
年

 
総

ペ
ー

ジ
数

 

直
接

調
査

 
そ

の
他

 
 

5
0
7
 

全
国

公
立

学
校

難
聴

・
言

語
障

害
教
育
研

究
協
議

会
 

全
国

公
立

学
校

難
聴

・
言

語
障

害
教

育
研

究
協

議
会

 

「
リ

フ
ァ

ー
と

な
っ

た
お

子
さ
ん
の

お
母
さ
ん

と
家
族

の
方
へ
」

 
-
 

-
 

5
0
8
 

全
国

公
立

学
校

難
聴

・
言

語
障

害
教
育
研

究
協
議

会
 

全
国

公
立

学
校

難
聴

・
言

語
障

害
教

育
研

究
協

議
会

 

き
こ

え
と

こ
と

ば
研

修
テ

キ
ス

ト
 

第
2
版

 
-
 

1
8
4
 

5
0
9
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

「『
き

こ
え

な
い

』
で

も
、

大
丈

夫
！

」
 

2
0
2
2
年
 

8
0 

5
1
0 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

「
新

版
・

き
こ

え
に

く
い

お
子

さ
ん

の
た

め
に

」
 

2
0
2
2
年
 

1
3
0 

5
1
1 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

「
ど

う
す

れ
ば

こ
と

ば
が

育
つ

か
？

」
 

2
0
2
0
年
 

1
0
8 

5
1
2 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

「
お

や
こ

の
手

話
じ

て
ん

」
 

2
0
2
1
年
 

2
0
5 

5
1
3 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

「
パ

パ
と

い
っ

し
ょ

に
ハ

ッ
ピ

ー
サ

イ
ン

」
 

2
0
2
0
年
 

1
2
4 

5
1
4
 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

・
バ

イ
カ

ル
チ

ュ
ラ
ル
ろ

う
教
育

セ
ン

タ
ー

 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

・
バ

イ
カ

ル
チ

ュ
ラ

ル
ろ

う
教

育
セ

ン
タ

ー
 

聞
こ

え
な

く
て

も
大

丈
夫

！
～

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
編

～
 

2
0
1
6
年
 

1
4 

5
1
5
 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

・
バ

イ
カ

ル
チ

ュ
ラ
ル
ろ

う
教
育

セ
ン

タ
ー

 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

・
バ

イ
カ

ル
チ

ュ
ラ

ル
ろ

う
教

育
セ

ン
タ

ー
 

日
本
手

話
C
L
絵
本

 
ボ
ー
ル

 
-
 

2
2
 

5
1
6
 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

・
バ

イ
カ

ル
チ

ュ
ラ
ル
ろ

う
教
育

セ
ン

タ
ー

 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

・
バ

イ
カ

ル
チ

ュ
ラ

ル
ろ

う
教

育
セ

ン
タ

ー
 

研
究

か
ら

わ
か

る
こ

と
目

で
見

る
言

葉
と

目
で

見
る

学
習

 
2
0
1
7
年
 

1
8 

5
1
7
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

聴
覚

障
害

児
の

理
解

の
た

め
に

 
第

2
3
集

 
-
障

害
認

識
を

め
ぐ

る
お

母
さ

ん
と

の

対
話

-
 

1
9
9
6
年
 

7
9 

5
1
8 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

聴
覚

障
害

児
の

理
解

の
た

め
に

 
第

2
5
集
-
就

労
の

現
状

と
課

題
-
 

1
9
9
8
年
 

6
0 

5
1
9
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

聴
覚

障
害

児
の

理
解

の
た

め
に

 
第

2
6
集

 
-
幼

稚
園

・
小

・
中

学
校

の
先

生
の

質

問
に

答
え

て
-
 

1
9
9
8
年
 

8
3 

5
2
0 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

べ
る

 
N
o
.
1
84
 

2
0
2
2
年
 

2
3 

5
2
1 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

べ
る

 
N
o
.
1
81
 

2
0
2
1
年
 

1
8 

5
2
2 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

べ
る

 
N
o
.
1
82
 

2
0
2
1
年
 

2
1 

5
2
3 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

難
聴

児
を

持
つ

親
の

会
 

助
成

状
況

 
2
0
2
1
年
 

1
4 

5
2
4
 

ろ
う

児
を

持
つ

親
の

会
 

ろ
う

児
を

持
つ

親
の

会
 

B
C
州

の
ろ

う
難

聴
児

の
早

期
支

援
に

つ
い

て
 

-
 

2
 

5
2
5
 

ろ
う

児
を

持
つ

親
の

会
 

ろ
う

児
を

持
つ

親
の

会
 

耳
の

聞
こ

え
な

い
こ

ど
も

へ
の

幼
少

時
支

援
（

手
話

編
）

 
-
 

3
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発
行

団
体

 
自

治
体

資
料

 

 
 

岐
阜

県
 

秋
田

県
 

山
梨

県
 

大
阪

府
 

大
阪

府
 

北
九

州
市

 
北

九
州

市
 

京
都

市
 

 
 

資
料

名
 

お
子

さ
ん

の
き

こ
え

の
た

め
に

 

聞
こ

え
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

 
難

聴
児

保
護

者
の

た
め

の
教

育
講

座
（
副

読
本

）
 

新
生

児
聴

覚
検

査
の

手
引

 
大

阪
府

新
生

児
聴

覚
検

査
の

手
引

き
 

大
阪

府
新

生
児

聴
覚

検
査

か
ら

支
援

ま
で

を
遅

滞
な

く
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

の
手

引
き

 

⑨
療

育
の

流
れ

に
つ

い
て

な
ど

 

⑩
楽

し
く

音
に

気
づ

か
せ

ま
し

ょ
う

（
聴

覚
学

習
）
 

子
ど

も
と

の
か

か
わ

り
を

考
え

る
に

あ
た

っ
て

  

章
 

節
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0
.は

じ
め

に
 

1
.は

じ
め

に
 

 
 

-
 

-
 

-
 

-
 

Ⅰ
聴

覚
障

が
い

児
と

そ
の

保
護

者
支

援
 

-
 

-
 

-
 

1
.新

生
児

期
 

1
.新

生
児

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

結
果

の
見

方
 

 
２

.新
生

児
期

に
お

け
る

聴
覚

の
検

査
に

つ
い

て
 

 
-
 

４
.1

次
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
（
資

料
２

）
赤

ち
ゃ

ん
の

耳
の

き
こ

え
（
聴

覚
）
の

検
査

に
つ

い
て

 

Ⅰ
新

生
児

聴
覚

検
査

の
意

義
 

Ⅱ
聴

覚
障

が
い

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
 

Ⅲ
新

生
児

聴
覚

検
査

 

-
 

-
 

-
 

-
 

2
.聴

覚
障

害
に

関
連

す
る

基
本

的
な

知
識

 

 
１

.難
聴

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
 

１
-
１

.難
聴

に
関

す
る

用
語

の
解

説
 

第
3

回
 

き
こ

え
か

た
の

説
明

＝
聴

力
図

（
オ

ー
ジ

オ
グ

ラ
ム

）
～

第
4

回
 

耳
の

解
剖

と
生

理
 

第
8

回
 

難
聴

の
医

学
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

3
.子

ど
も

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
に

関
す

る
助

言
 

 
６

.難
聴

の
お

子
さ

ん
へ

の
育

児
に

つ
い

て
 

第
１

回
 子

育
て

と
は

 
～

ど
の

子
ど

も
も

基
本

は
同

じ
～

 
-
 

コ
ラ

ム
「
重

複
障

が
い

児
の

場
合

」
 

-
 

-
 

1
0
≪

楽
し

く
音

に
気

づ
か

せ
て

い
き

ま
し

ょ
う

≫
～

音
の

聞
か

せ
方

～
 

そ
の

１
 視

線
を

あ
わ

せ
よ

う
 

そ
の

２
 表

情
豊

か
に

接
し

よ
う

  
そ

の
３

 伝
え

方
を

工
夫

し
よ

う
  

2
.乳

児
～

 
幼

児
初

期
 

1
.非

認
知

機
能

 
（
こ

こ
ろ

の
発

達
）
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

2
.言

語
発

達
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
（
特

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

言
語

獲
得

に
向

け
て

）
 

 

７
.コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

に
つ

い
て

 

第
2

回
 

大
脳

の
可

塑
性

と
言

語
習

得
第

6
回

 
き

こ
え

と
こ

と
ば

の
発

達
 

第
7

回
 

言
葉

の
発

達
を

促
す

た
め

に
は

 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

3
.進

学
先

の
選

択
の

た
め

の
検

討
観

点
 

 
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

⑨
療

育
の

流
れ

に
つ

い
て

 
-
 

-
 

4
.聴

覚
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

育
成

等
の

事
例

 

 
6
-
3
.難

聴
の

お
子

さ
ん

の
育

児
経

験
が

あ
る

保
護

者
と

の
交

流
に

つ
い

て
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

3
.幼

児
期

 
1
.言

語
発

達
の

基
本

的
な

知
識

（
特

に
学

習
言

語
の

獲
得

に
向

け
て

）
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

各
自

治
体

に
お

け
る

支
援

機
関

・
支

援
制

度
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
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発
行

団
体

 

ろ
う

学
校

 

 
 

徳
島

県
立

徳
島

聴
覚

支
援

学
校

 
八

戸
聾

学
校

 
岐

阜
県

ろ
う

学
校

 
奈

良
県

立
ろ

う
学

校
 

鹿
児

島
聾

学
校

 
川

崎
市

立
聾

学
校

 
聴

覚
支

援
セ

ン
タ

ー
 

静
岡

聴
覚

特
別

支
援

学
校

 
静

岡
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

 
 

資
料

名
 

聴
覚

障
が

い
児

の
理

解
に

む
け

て
 

（
教

員
向

け
資

料
）
 

片
方

の
お

耳
が

聞
こ

え
に

く
い

 

保
護

者
学

級
な

ど
に

使
用

し
た

資
料

 

こ
と

ば
の

土
台

を
は

ぐ
く

む
 

き
こ

え
の

ガ
イ

ド
 

き
こ

え
な

い
・
き

こ
え

に
く

い
子

を
支

援
す

る
先

生
の

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
ブ

ッ
ク

 

子
ど

も
園

・
幼

稚
園

 
保

育
園

の
先

生
へ

～
難

聴
児

の
理

解
の

た
め

に
～

 

「
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
」
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0
.は

じ
め

に
 

1
.は

じ
め

に
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

1
.新

生
児

期
 

1
.新

生
児

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

結
果

の
見

方
 

 
1
.聴

覚
障

が
い

～
聴

覚
障

が
い

の
基

礎
知

識
～

 
-
 

-
 

-
 

・
聴

力
検

査
の

種
類

 
・
跳

梁
検

査
の

進
め

方
 

・
オ

ー
ジ

オ
グ

ラ
ム

の
見

方
 

・
ス

ピ
ー

チ
レ

ン
ジ

の
意

味
 

-
 

-
 

-
 

2
.聴

覚
障

害
に

関
連

す
る

基
本

的
な

知
識

 

 
-
 

片
方

の
お

耳
が

聞
こ

え
に

く
い

 
-
 

-
 

-
 

Q
１

き
こ

え
の

し
く

み
っ

て
？

 
Q

２
難

聴
っ

て
ど

ん
な

こ
と

？
 

Q
３

聴
力

っ
て

な
ぁ

に
？

 
-
 

-
 

3
.子

ど
も

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
に

関
す

る
助

言
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

・
生

活
関

連
機

器
 

-
 

・
難

聴
理

解
に

向
け

て
 

・
子

ど
も

の
発

達
段

階
 

幼
児

期
と

乳
児

期
の

特
徴

 

「
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
」
 

2
.乳

児
～

 
幼

児
初

期
 

1
.非

認
知

機
能

 
（
こ

こ
ろ

の
発

達
）
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

（
セ

ル
フ

ア
ド

ボ
カ

シ
ー

に
つ

い
て

の
解

説
）
 

-
 

-
 

2
.言

語
発

達
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
（
特

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

言
語

獲
得

に
向

け
て

）
 

 
2
.補

聴
器

・
人

工
内

耳
 

3
.コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
-
 

-
 

・
「
こ

と
ば

」
の

発
達

 
・
「
こ

と
ば

」
の

役
割

 

・
補

聴
器

の
仕

組
み

と
種

類
 

・
補

聴
器

の
選

択
 

・
補

聴
器

の
調

整
と

周
波

数
特

性
の

見
方

 
・
補

聴
器

の
点

検
 

・
人

工
内

耳
 

・
補

聴
器

・
人

工
内

耳
の

管
理

（
夏

場
、

冬
場

）
 

・
集

団
補

聴
シ

ス
テ

ム
 

Q
７

補
聴

支
援

シ
ス

テ
ム

っ
て

？
 

-
 

-
 

3
.進

学
先

の
選

択
の

た
め

の
検

討
観

点
 

 
4
.配

慮
と

支
援

 
5
.学

校
内

の
設

備
 

 
 

就
学

決
定

ま
で

の
流

れ
 

 
-
 

・
学

習
(保

育
)場

面
に

お
け

る
配

慮
事

項
 

・
教

室
の

騒
音

軽
減

 
Q

８
学

校
で

困
ら

な
い

た
め

に
は

？
 

Q
１

０
き

こ
え

に
く

い
子

の
心

は
？

 
Q

１
１

き
こ

え
に

く
い

子
の

心
を

支
え

る
た

め
に

は
？

 
Q

１
２

情
報

保
障

っ
て

な
ぁ

に
？

 
Ｑ

１
４

保
護

者
の

不
安

や
疑

問
は

ど
ん

な
こ

と
？

 

-
 

-
 

4
.聴

覚
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

育
成

等
の

事
例

 
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

3
.幼

児
期

 
1
.言

語
発

達
の

基
本

的
な

知
識

（
特

に
学

習
言

語
の

獲
得

に
向

け
て

）
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

「
ス

キ
ル

ち
ゃ

ん
」
 

各
自

治
体

に
お

け
る

支
援

機
関

・
支

援
制

度
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

・
聴

覚
障

害
者

の
福

祉
制

度
 

Q
１

３
知

っ
て

得
す

る
制

度
と

機
関

と
は

？
 

-
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発
行

団
体

 

ろ
う

学
校

 

 
 

神
奈

川
県

立
平

塚
ろ

う
学

校
 

き
こ

え
と

こ
と

ば
の

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

 

福
岡

県
立

久
留

米
聴

覚
特

別
支

援
学

校
 

奈
良

県
立

ろ
う

学
校

 
千

葉
県

立
千

葉
聾

学
校

 

 
 

資
料

名
 

ろ
う

・
難

聴
児

サ
ポ

ー
ト
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
 

よ
う

こ
そ

聞
こ

え
な

い
赤

ち
ゃ

ん
 

き
こ

え
に

関
わ

る
福

祉
・
教

育
制

度
 

き
こ

え
に

く
い

子
の

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
ブ

ッ
ク

、
き

こ
え

の
Q

＆
A

 

章
 

節
 

 
 

 
 

 

0
.は

じ
め

に
 

1
.は

じ
め

に
 

 
-
 

・
聞

こ
え

な
い

・
聞

こ
え

に
く

い
お

子
さ

ん
を

迎
え

た
保

護
者

の
皆

様
へ

 
-
 

Ｑ
1
3
 こ

と
ば

が
出

る
前

の
支

援
は

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

で
し

ょ
う

か
？

（
幼

児
期

）
 

1
.新

生
児

期
 

1
.新

生
児

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

結
果

の
見

方
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

2
.聴

覚
障

害
に

関
連

す
る

基
本

的
な

知
識

 

 
1
-
（
１

）
き

こ
え

の
し

く
み

 
1
-
（
２

）
難

聴
の

種
類

 
1
-
（
３

）
難

聴
の

程
度

 
1
-
（
５

）
き

こ
え

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 
1
-
（
６

）
環

境
音

と
聴

力
レ

ベ
ル

 
1
-
（
７

）
音

声
成

分
と

楽
器

音
 

・
子

育
て

や
教

育
に

つ
い

て
、

親
御

さ
ん

に
し

っ
て

お
い

て
ほ

し
い

こ
と

 
-
 

Ｑ
 １

 き
こ

え
に

く
い

子
ど

も
達

は
、

ど
の

よ
う

に
き

こ
え

て
い

る
で

し
ょ

う
か

？
 

Ｑ
 ２

 聴
覚

障
害

の
原

因
は

、
何

で
し

ょ
う

か
？

 
Ｑ

 ３
 聴

覚
障

害
の

種
類

や
き

こ
え

の
程

度
は

ど
の

子
も

同
じ

な
の

で
し

ょ
う

か
？

 
Ｑ

 ４
 聴

覚
に

障
害

が
あ

る
か

ど
う

か
は

、
ど

の
よ

う
な

視
点

で
み

た
ら

よ
い

で
し

ょ
う

か
？

  

3
.子

ど
も

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
に

関
す

る
助

言
 

 
1
-
（
４

）
き

こ
え

に
く

い
と

困
る

こ
と

 
3
-
（
１

）
聞

き
取

り
に

困
難

さ
が

予
想

さ
れ

る
場

面
 

-
 

-
 

Ｑ
1
2
 き

こ
え

に
く

い
子

へ
の

話
し

か
け

方
は

、
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
よ

い
で

し
ょ

う
か

？
  

Ｑ
1
3
 こ

と
ば

が
出

る
前

の
支

援
は

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

で
し

ょ
う

か
？

（
幼

児
期

）
 

Ｑ
1
6
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ス

ム
ー

ズ
に

と
る

た
め

に
は

､ど
う

す
れ

ば
よ

い
で

し
ょ

う
か

？
 

2
.乳

児
～

 
幼

児
初

期
 

1
.非

認
知

機
能

 
（
こ

こ
ろ

の
発

達
）
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

 
-
 

-
 

-
 

Ｑ
1
5
 心

の
育

ち
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
に

配
慮

す
れ

ば
よ

い
で

し
ょ

う
か

？
  

2
.言

語
発

達
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
（
特

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

言
語

獲
得

に
向

け
て

）
 

 

2
-
（
1）

補
聴

器
と

は
 

2
-
（
2）

人
工

内
耳

と
は

 
2
-
（
3）

補
聴

援
助

シ
ス

テ
ム

と
は

 
2
-
（
4）

補
聴

機
器

の
取

り
扱

い
の

注
意

 

-
 

-
 

Ｑ
 ５

 補
聴

器
を

つ
け

れ
ば

、
な

ん
で

も
聞

こ
え

る
の

で
し

ょ
う

か
？

 
Ｑ

 ６
 補

聴
器

の
基

本
的

な
扱

い
方

で
、

知
っ

て
お

い
た

方
が

よ
い

こ
と

は
何

で
し

ょ
う

か
？

  
Ｑ

 ７
 人

工
内

耳
の

基
本

的
な

こ
と

で
、

知
っ

て
お

い
た

方
が

よ
い

こ
と

は
何

で
し

ょ
う

か
？

  
Ｑ

 ８
 Ｆ

Ｍ
補

聴
シ

ス
テ

ム
と

は
、

何
で

し
ょ

う
か

？
 

Ｑ
 ９

 片
耳

が
き

こ
え

に
く

い
場

合
、

き
こ

え
方

は
ど

の
よ

う
な

状
態

で
し

ょ
う

か
？

 支
援

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

で
し

ょ
う

か
？

  
Ｑ

1
0
 発

音
と

き
こ

え
は

、
関

係
す

る
で

し
ょ

う
か

？
 

Ｑ
1
3
 こ

と
ば

が
出

る
前

の
支

援
は

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

で
し

ょ
う

か
？

（
幼

児
期

）
 

Ｑ
1
7
 軽

度
難

聴
や

人
工

内
耳

の
場

合
、

か
な

り
聞

こ
え

て
い

る
よ

う
に

感
じ

ま
す

。
支

援
は

必
要

で
し

ょ
う

か
?
 ·
 

3
.進

学
先

の
選

択
の

た
め

の
検

討
観

点
 

 
4
-
（
2）

難
聴

児
へ

の
教

育
的

配
慮

や
支

援
 

・
就

学
先

に
つ

い
て

 
-
 

Ｑ
1
1
 き

こ
え

が
気

に
な

る
子

が
い

た
場

合
、

ど
う

す
れ

ば
よ

い
で

し
ょ

う
か

？
 

4
.聴

覚
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

育
成

等
の

事
例

 
 

-
 

-
 

-
 

-
 

3
.幼

児
期

 
1
.言

語
発

達
の

基
本

的
な

知
識

（
特

に
学

習
言

語
の

獲
得

に
向

け
て

）
 

 
-
 

-
 

-
 

Ｑ
1
4
 こ

と
ば

の
育

ち
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
に

配
慮

す
れ

ば
よ

い
で

し
ょ

う
か

?
（
学

齢
期

）
  

各
自

治
体

に
お

け
る

支
援

機
関

・
支

援
制

度
 

 
 

-
 

-
 

-
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発
行

団
体

 

児
童

発
達

支
援

 
セ

ン
タ

ー
 

そ
の

他
 

 
 

か
な

り
や

学
園

 
難

聴
児

支
援

教
材

研
究

会
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

全
国

早
期

支
援

研
究

協
議

会
 

埼
玉

県
立

小
児

医
療

セ
ン

タ
ー

 
耳

鼻
咽

喉
科

 難
聴

ベ
ビ

ー
外

来
 

き
こ

い
ろ

 
片

耳
難

聴
の

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

イ
ト
 

 
 

資
料

名
 

就
学

に
向

け
て

（
2
0
19

 
4

歳
児

向
け

）
 

難
聴

児
は

ど
ん

な
こ

と
で

困
る

の
か

？
 

ど
う

す
れ

ば
こ

と
ば

が
育

つ
か

？
 

軽
度

・
中

等
度

難
聴

サ
ポ

ー
ト
ブ

ッ
ク

新
版

・
き

こ
え

に
く

い
お

子
さ

ん
の

た
め

に
 

難
聴

の
お

子
さ

ん
を

お
も

ち
の

保
護

者
の

み
な

さ
ま

へ
～

子
育

て
編

～
 

き
こ

い
ろ

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 

章
 

節
 

 
 

 
 

 
 

 

0
.は

じ
め

に
 

1
.は

じ
め

に
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

1
.新

生
児

期
 

1
.新

生
児

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

結
果

の
見

方
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

2
.聴

覚
障

害
に

関
連

す
る

基
本

的
な

知
識

 

 
-
 

第
1

章
 

難
聴

の
基

礎
知

識
 

1
-
1

難
聴

と
は

ど
ん

な
障

害
か

 
-
 

第
2

章
 

き
こ

え
に

く
い

赤
ち

ゃ
ん

が
大

人
に

な
る

ま
で

の
サ

ポ
ー

ト
 

-
 

一
側

性
難

聴
に

つ
い

て
 

3
.子

ど
も

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
に

関
す

る
助

言
 

 

-
 

第
2

章
 

難
聴

児
・
者

＆
親

の
-
-
 

2
-
1

き
こ

え
な

い
こ

と
、

こ
ん

な
に

あ
る

！
 

-
 

-
 

1
)子

育
て

に
つ

い
て

 
3
)遊

ん
だ

り
、

お
世

話
を

し
た

り
す

る
と

き
の

ポ
イ

ン
ト
 

4
)家

族
み

ん
な

で
お

子
さ

ん
に

関
わ

り
ま

し
ょ

う
 

-
 

2
.乳

児
～

 
幼

児
初

期
 

1
.非

認
知

機
能

 
（
こ

こ
ろ

の
発

達
）
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

 

-
 

第
3

章
 

難
聴

児
の

こ
こ

ろ
を

育
て

る
 

-
-
- 

3
-
1

子
ど

も
が

障
害

に
気

づ
く

と
き

 
3
-
5

き
こ

え
な

い
世

界
で

心
は

育
つ

 
3
-
6

社
会

(企
業

)で
求

め
ら

れ
る

力
と

は
？

 

-
 

第
3

章
 

き
こ

え
に

く
さ

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
ま

し
ょ

う
 

3
-
2
 軽

度
・
中

等
度

難
聴

児
と

親
の

心
理

・
障

害
認

識
 

-
 

-
 

2
.言

語
発

達
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
（
特

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

言
語

獲
得

に
向

け
て

）
 

 

-
 

第
4

章
 

難
聴

児
の

こ
と

ば
を

育
て

る
-
-
-
 

4
-
2

書
き

こ
と

ば
を

支
え

る
幼

児
期

の
言

語
活

動
 

4
-
3

子
ど

も
は

ど
の

よ
う

に
文

字
を

身
に

付
け

る
か

？
 

4
-
4

難
聴

児
は

ど
こ

で
つ

ま
ず

く
の

か
？

 
4
-
5

語
彙

力
・
文

法
力

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
 

4
-
6

就
学

ま
で

に
身

に
付

け
た

い
こ

と
ば

と
知

識
 

4
-
7

抽
象

的
思

考
を

育
て

る
～

幼
児

期
か

ら
の

と
り

く
み

～
 

5
-
1

乳
幼

児
の

こ
と

ば
の

発
達

 
5
-
2

幼
児

期
前

半
の

こ
と

ば
の

発
達

 

-
 

2
)補

聴
器

を
つ

け
て

遊
び

ま
し

ょ
う

！
 

P
8
:こ

と
ば

を
は

ぐ
く

む
 

-
 

3
.進

学
先

の
選

択
の

た
め

の
検

討
観

点
 

 
就

学
に

向
け

て
（
2
0
19

 4
歳

児
向

け
）
 

-
 

-
 

-
 

５
）
 難

聴
療

育
に

つ
い

て
 

-
 

4
.聴

覚
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

育
成

等
の

事
例

 
 

か
な

り
や

学
園

 
-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

3
.幼

児
期

 
1
.言

語
発

達
の

基
本

的
な

知
識

（
特

に
学

習
言

語
の

獲
得

に
向

け
て

）
 

 
就

学
に

向
け

て
（
2
0
19

 
4

歳
児

向
け

）
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

各
自

治
体

に
お

け
る

支
援

機
関

・
支

援
制

度
 

 
-
 

 
-
 

-
 

-
 

-
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和４年度障害者総合福祉推進事業 

難聴児の家族等や支援に携わる関係者が必要とする基本的な情報の

整理・一覧化に関する調査研究 
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